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▲ステージでは、女性3団体が活動報告を 
　発表されました 

▲女性団体が集いグループワーク 
　その後ろには、女性団体の活動内容が 
　展示されています 

▲男女共同参画社会についての対談 

▲お昼には、「ばら寿司」や「温うどん」
　などの販売が行われました 

目印となる吊り下げ旗を作成。京丹後 宿 おかみさんの会を中心に 
取り組みを開始。（左・大町益美座長、右・田中智子副座長） 

　
市
内
の
女
性
団
体
で
構
成
す
る
市
女
性
連
絡
協
議
会（
安
井
美
佐
子
会
長
）が
、女
性
相
互
の
連
絡
、協
調
を
図

り
、女
性
の
地
位
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
三
日
、「
第
一
回
京
丹
後
女

性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
、ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮（
大
宮
町
口
大
野
）で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、専
門
家
を
招
い
て
の
対
談
や
講
演
、女
性
団
体
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク（
意
見
交
換
会
）な
ど
が
行
わ
れ
、参
加
し
た
約
百
六
十
人
の
か
た
は
、交
流
を
通
し
て
連
携
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
市
立

大
宮
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に

よ
る
華
や
か
な
演
奏
と
と
も
に
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
全
員
に
よ
る

京
丹
後
市
の
歌
の
合
唱
に
よ
り
始

ま
り
ま
し
た
。 

　
中
山
市
長
か
ら
は
「
男
女
が
と

も
に
補
い
あ
っ
て
、
生
か
し
高
め

合
っ
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
奏
で
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
安
井
会

長
が
「
一
人
ひ
と
り
が
出
す
光
（
自

分
ら
し
さ
）
で
丹
後
が
変
わ
っ
て

い
く
。
女
性
が
一
人
で
輝
い
て
い

け
る
よ
う
な
社
会
が
つ
く
れ

た
ら
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。 

     

第
一
部
で
は
、
京
都
府
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
浜
野
令
子
（
よ

し
こ
）
館
長
を
招
き
、「
女
性
の

元
気
は
ど
こ
か
ら
？
〜
地
域
づ
く

り
の
主
役
た
ち
」
と
題
し
た
講
演

を
開
催
。
浜
野
館
長
は
、
府
内
の

女
性
団
体
の
協
力
を
得
て
発
刊
し

た
『
京
の
女
性
史
』（
平
成
四
年

発
刊
）
か
ら
京
丹
後
市
内
の
女
性

の
掲
載
内
容
を
紹
介
。「
家
庭
で

も
仕
事
で
も
、
男
女
が
と
も
に
楽

し
く
行
動
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
こ
う
」
と
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

  

　「
京
丹
後
市
の
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
安
井
会
長
、
浜
野
館
長
、

神
奈
川
医
療
少
年
院
の
細
水
令
子

（
れ
い
こ
）
企
画
統
括
専
門
官
、

中
山
市
長
の
四
人
が
対
談
。
丹
後

の
自
然
の
魅
力
や
そ
の
中
で
育
ん

で
き
た
女
性
の
力
強
さ
、
丹
後
ち

り
め
ん
を
支
え
続
け
て
き
た
歴
史

な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。「
丹
後

は
長
寿
と
い
う
こ
と
を
み
て
も
、

男
女
に
限
ら
ず
命
を
育
む
働
き
が

強
い
」、「
女
性
が
女
性
の
特
色
を

引
き
出
し
、
男
性
も
が
ん
ば
り
な

が
ら
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
」「
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
条
例
の
制

定
も
、
男
女
が
と
も
に
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
な
ど
、
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。 

  

　
第
二
部
は
、
舞
小
町
（
大
宮
町
）、

峰
山
よ
さ
こ
い
連
は
ご
ろ
も
（
峰

山
町
）
に
よ
る
力
強
い
よ
さ
こ
い

踊
り
で
始
ま
り
、
細
水
専
門
官
が

「
非
行
と
犯
罪
」
と
題
し
た
講
演

で
、
受
刑
者
に
と
っ
て
の
社
会
適

応
の
難
し
さ
を
説
明
さ
れ
「
罪
を

犯
し
た
彼
女
た
ち
の
苦
し
み
や
切

な
る
願
い
を
理
解
し
て
ほ

し
い
」
と
、
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
参
加
さ
れ
た
女

性
の
か
た
が
、
思
い
思
い

の
意
見
を
出
し
合
う
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
各
団

体
の
取
り
組
み
や
そ
の
中

で
の
役
割
な
ど
を
、
一
人

ひ
と
り
が
発
言
さ
れ
、
交

流
を
通
し
お
互
い
の
絆
を

深
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
同
取
り
組
み
は
、「
市
内
を
観
光
す
る
と

き
な
ど
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
足
を
休
め
る

場
所
が
あ
れ
ば
便
利
」
と
い
う
観
光
客
目
線

に
た
っ
て
行
う
も
の
で
、
市
観
光
振
興
計
画

が
め
ざ
す
「
極
上
の
ふ
る
さ
と
観
光
づ
く
り
」

に
向
け
て
の
取
り
組
み
で
す
。 

　
取
り
組
み
に
賛
同
す
る
宿
泊
施
設
な
ど
で

は
、
目
印
と
し
て
「
吊
り
下
げ
旗
」
を
設
置

し
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
足
を
休
め
て
い
た

だ
け
る
場
所
を
提
供
。「
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
設
置
」
や
「
ま
ち
の
旬
の
見
ど
こ
ろ
を

案
内
」
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
範
囲

で
行
い
、
地
元
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の
な
か

で
、
観
光
客
に
「
お
も
て
な
し
」
を
感
じ
て

い
た
だ
く
取
り
組
み
で
す
。
当
面
は
、「
京

丹
後 

宿 

お
か
み
さ
ん
の
会
」（
大
町
益
美

座
長
）
の
各
宿
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
し
ま

す
が
、
将
来
的
に
は
商
店
や
一
般
の
ご
家
庭

な
ど
に
も
呼
び
か
け
、
広
く
展
開
し
て
い
く

予
定
と
し
て
い
ま
す
。 

　
吊
り
下
げ
旗
は
、
縦
約
五
五
㌢
、
横
約
三

五
㌢
で
、
素
材
に
は
ち
り
め
ん
の
風
合
い
を

生
か
し
た
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
ち
り
め
ん
を
使
用
。

サ
ー
モ
ン
ピ
ン
ク
の
生
地
に
「
よ
う
こ
そ
京

丹
後
へ
　
お
茶
飲
み
ど
こ
ろ
　
い
っ
ぷ
く
ど

う
ぞ
」
の
文
字
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
温
か
な

イ
メ
ー
ジ
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
大
町
座
長
は
「
ま
ち
全
体
で
観
光
客
を
お

も
て
な
し
す
る
と
い
う
ム
ー
ド
を
広
げ
る
き

っ
か
け
に
し
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　観光で京丹後市を訪れたかたが気軽に“いっぷく”でき
る場所を、商店や宿泊施設などで提供することで、地域住
民とのふれあいによる「おもてなし」を市全体に広げよう
とする取り組みがはじまり、市ではこのほど、その目印と
なる「吊り下げ旗」を作成しました。 

豊
か
な
社
会
づ
く
り
へ 

い
き
い
き
と
女
性
が
輝
き 

男
女
が
と
も
に
行
動
し 

明
る
い
未
来
へ 

対
　
談 

京
丹
後
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

さ
ら
な
る
女
性
の
社
会
参
画
を
推
進 

さ
ら
な
る
女
性
の
社
会
参
画
を
推
進 

いっぷくどうぞ いっぷくどうぞ いっぷくどうぞ 
旅の足休めに 

「お茶飲みどころ」で 
おもてなし 

「お茶飲みどころ」で 
おもてなし 

も　く　じ 

初開催 

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
づ
く
り 
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合
併
算
定
替
え
に
よ
る
増
加
分 

本
来
の
交
付
額 

（年度） 

合
併
年
度 

本
来
の
交
付
額 

と
な
る
年
度 

10年間 5年間 

合併後の普通交付税の推移イメージ 

※普通交付税は、人口などの増減により変動します。 

京丹後市のさらなる発展と持続可能な財政運営の推進に向けて 

改革がめざすもの 
改革への取り組み 

地域力の活性化の支援と 
協働による行財政運営の推進 
・ 地域自治活動などへの支援 
・ 市民と行政の協働事業の推進 

市民本位・市民起点の 
　　行政サービスの向上 
・行政サービスの向上 
・民間委託などの推進 
・職員人材育成の充実 
・信頼される市役所づくり 

効率的・効果的な 
　　　行財政運営の推進 
・組織・機構のあり方 
・職員定員などの適正化 
・財政の健全化 
・事務事業の見直し 

市民のみなさんと 
ともに進める地域経営 

市民のみなさんから 
見た行政満足度の向上 

市民のみなさんの 
ための財政の健全化 

改
革
の
実
現
に
向
け
て
〈
行
財
政
改
革
推
進
計
画
〉 

大綱の体系 

0.9

0.7

0.5

0.3

0.1

約
25
億
円
の
減
少 

　
市
で
は
、京
丹
後
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
、市
民
の
み
な
さ
ん
が
ど
真
ん
中
に

座
っ
た
市
政
の
実
現
に
向
け
、将
来
の
財
政
状
況
を
見
据
え
て
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
の
推
進
と
、市
民
満
足
度
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

十
二
月
定
例
市
議
会
で
可
決
い
た
だ
き
「
第
二
次
京
丹
後
市
行
財
政
改
革
大
綱
」

（
計
画
期
間
・
平
成
二
十
二
年
度
〜
平
成
二
十
六
年
度
）を
策
定
し
ま
し
た
。 

　合併により誕生した京丹後市の普通交付税は、平成26年
度までは、合併前の交付額が交付されます。その後、平成
27年度から平成32年度まで段階的に減少し、平成32年度か
らは京丹後市本来の交付額となり、平成32年度の交付額は
平成26年度と比較すると約25億円の減少が見込まれます。 
　普通交付税が減少しはじめる平成27年度以降においても、
本市のさらなる飛躍や発展に向けて、持続可能な行財政運
営が実現できるよう、市民のみなさんと行政が一丸となっ
た改革が欠かせません。 

　
合
併
し
た
地
方
自
治
体
に
対

す
る
国
の
財
政
支
援
策
と
し
て

本
市
も
受
け
て
い
る
「
合
併
特

例
事
業
債
」
の
適
用
は
、
平
成

二
十
六
年
度
を
も
っ
て
終
了
し

ま
す
。
ま
た
、
合
併
し
た
こ
と

で
国
か
ら
優
遇
し
て
交
付
さ
れ

て
い
る
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
も
、

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
段
階
的

に
減
少
し
、
平
成
三
十
二
年
度

に
は
平
成
二
十
六
年
度
と
比
較

し
て
、
約
二
十
五
億
円
の
減
少

が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
据
え

る
と
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
五
年

間
の
行
財
政
改
革
は
、
本
市
の

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
実

現
に
向
け
、
非
常
に
重
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
改
革
を

行
う
た
め
の
指
針
と
し
て
「
第

二
次
京
丹
後
市
行
財
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
。
市
で
は
同
大
綱
に
基

づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
継
続
・
発
展
さ
せ
な
が
ら
、

行
政
が
市
民
の
み
な
さ
ん
に
対

し
て
総
合
的
な
責
任
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
声
を
広
く
聴
き

な
が
ら
、
と
も
に
さ
ら
な
る
改

革
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
市
で
は
、
行
政
運
営
の
指
針
と
な
る
「
第
一
次
京
丹
後
市
総
合
計
画
」

に
つ
い
て
、
本
市
の
め
ざ
す
将
来
都
市
像
を
示
し
た
基
本
構
想
の
一
部

を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
末
で
計
画
期
間
が
満
了
す
る
前
期
基

本
計
画
を
見
直
し
、
十
二
月
定
例
市
議
会
で
精
力
的
に
ご
審
議
い
た
だ

き
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
京
丹
後
市
が
進
む

べ
き
方
向
性
を
具
体
的
に
示
し

た
「
市
総
合
計
画
」
を
平
成
十

七
年
度
に
策
定
し
（
計
画
期
間
・

平
成
二
十
六
年
度
ま
で
）
、
平

成
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
一

年
度
ま
で
の
具
体
的
な
施
策
方

針
や
主
要
な
事
業
お
よ
び
こ
れ

ら
の
達
成
目
標
を
示
し
た
「
前

期
基
本
計
画
」
を
定
め
、
将
来

都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、「
市
総
合
計
画
」

策
定
か
ら
五
年
が
経
過
す
る
た

め
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や

諸
制
度
の
変
更
お
よ
び
計
画
の

達
成
度
合
い
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

基
本
構
想
の
一
部
を
変
更
。
さ

ら
に
前
期
基
本
計
画
の
見
直
し

に
よ
る
「
後
期
基
本
計
画
」（
計
画
期
間
・

平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
五
か
年
）
を
策

定
し
ま
し
た
。 

   

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
市
民
の
み

な
さ
ん
の
視
点
を
取
り
入
れ
よ
う
と
、
昨

年
八
月
に
学
識
経
験
者
や
市
内
の
公
共
的

団
体
の
役
職
員
の
か
た
、
公
募
に
よ
る
市

民
の
か
た
な
ど
で
構
成
す
る
「
総
合
計
画

審
議
会
」（
片
山
茂
会
長
・
十
七
人
）
を
設

置
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
慎
重
に
審
議

い
た
だ
き
、
同
年
十
一
月
に
答
申
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
計
画
の
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
ほ
か
、
市
役
所
企
画
政
策
課

お
よ
び
各
市
民
局
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定 

行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定 

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
向
け 

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
向
け 

第
二
次 

京
丹
後
市 

平
成
22
年
度
か
ら
の
指
針
と
な
る 

基
本
構
想
の
一
部
を
変
更 
基
本
構
想
の
一
部
を
変
更 

後
期
基
本
計
画
を
策
定 
後
期
基
本
計
画
を
策
定 

「新・丹後王国」創造への 
確かな歩みに向け 

京
丹
後
市
総
合
計
画 

定住人口 

交流人口 

中間実績（現況値） 現状（計画策定時） 目　標 

6万人 
（Ｈ26年度） 

250万人 
（Ｈ26年度） 

5万9,760人 
（H21.10.1 推計値） 

6万2,724人 
（H17国勢調査速報値） 

基本構想の主な変更点 基本構想の主な変更点 

後期基本計画（前期基本計画からの主な改正点） 後期基本計画（前期基本計画からの主な改正点） 

施策の達成度合いを把握するための社会指標として計画ごとに設けて
いる「めざす目標」に現状値欄を設けて直近の値を表示するとともに、
目標値の修正や新たに42の指標項目を加えました。 

前期計画策定後に政策化されたものを規定。 

京丹後市まちづくり基本条例の施行に伴い、多くの分野に市民参画・
市民協働による事業の実施を規定。 

バイオマスの利活用 山陰海岸ジオパークの活用 
有害鳥獣対策の強化 自殺予防対策の推進 

など 「健康大長寿」のまちづくり 

　基本構想で定めた、平成26年度における「定住人口の目標値７万人」および
「交流人口の目標値500万人」を、人口動向などを踏まえ次のとおり変更。 

203万7,753人 
（H16） 

182万4,721人 
（H20） 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を 

　
　
　 
　
　
反
映
し
策
定 
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産  

業  

振  

興 

協
　
　
　
働 

たくさんの来場者でにぎわいました 

丹後産地の事業者がバイオ繊維を活用して生産した、生活関連製品
を出展。丹後産地の代名詞である着物をはじめ、撥水技術を活用し
たシャワーカーテンやレインコートなどの高機能エコ製品、シルクと
のコンビネーションで製作した各種服飾製品などを紹介しました。 

物　　件 
所 有 者 

【民有物件】 

住
宅（
賃
・
売
） 

店
舗（
賃
・
売
） 

事
務
所（
賃
・
売
） 

宅
地（
賃
・
売
） 

京丹後市 

情報共有 
物件登録 

宅地建物 
取引業者 

契 約 

①物件募集・広報 

⑤希望者情報 
　連絡 

②登録の 
　申し込みなど 

③PR 
　（市HP・新聞） 

④問い合わせ 
　申し込み 

媒介契約の 
締結 

仲介手数料 
（売買） 

仲介手数料 
（売買・賃貸） 

③PR（会社HP） 

⑥所有者情報 
　連絡 

賃借・購入 
希 望 者 

都
市
住
民
（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
） 

他
町
住
民
・
企
業 

定住空き家情報バンク運営協定締結 

京丹後市空き家情報バンク制度のイメージ図 
取り扱い対象物件：住宅・店舗・事務所・宅地 

　
市
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
江
東
区
）
で
開
催
さ
れ
た
日
本
最
大
級
の
環
境
展
示

会
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
２
０
０
９
」
に
、
帝
人
株
式
会
社
／
帝
人
フ
ァ
イ

バ
ー
株
式
会
社
と
の
共
同
ブ
ー
ス
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
　
ｄ
ｅ
　
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
を

出
展
。
市
内
の
繊
維
関
連
企
業
と
連
携
し
て
開
発
し
た
、
エ
コ
な
バ
イ
オ

繊
維
を
活
用
し
た
丹
後
ち
り
め
ん
の
新
し
い
可
能
性
を
、
ブ
ー
ス
を
訪
れ

た
約
二
千
人
の
か
た
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

　
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
」
は
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
企
業
が
エ
コ

な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
出
展
す

る
環
境
展
示
会
で
す
。
常
識
を

覆
す
新
技
術
を
活
用
し
た
環
境

の
取
り
組
み
や
、
企
業
間
連
携

な
ど
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
に
出
会
え
る
貴
重
な
機
会
と

し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
今

回
は
約
十
八
万
三
千
人
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
展
示
会
に
、
市
は
、「
地

域
企
業
の
新
商
品
開
発
の
促
進
」、

「
地
域
企
業
と
外
部
の
関
連
企
業
・

機
能
と
の
新
連
携
の
促
進
」、「
市

場
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
商
談
活
動

の
促
進
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

帝
人
株
式
会
社
お
よ
び
帝
人
フ

ァ
イ
バ
ー
株
式
会
社
と
連
携
し

て
出
展
。
市
内
の
繊
維
関
連
企

業
四
社
に
加
え
、
京
丹
後
市
出

身
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
小
西
紀
子
さ

ん
に
も
参
画
し
て
い
た
だ
き
、

来
場
者
や
ほ
か
の
出
展
者
の

か
た
と
出
展
品
を
通
し
た
交

流
を
図
り
ま
し
た
。 

   

　
現
在
、
中
間
素
材
を
扱
う

繊
維
産
業
は
、
国
内
で
最
も

多
く
の
産
地
を
形
成
す
る
産

業
で
す
。
し
か
し
、
適
切
な

分
業
体
制
や
生
産
活
動
の
協

同
管
理
、
市
場
情
報
の
共
有

な
ど
の
「
産
地
の
メ
リ
ッ
ト
」

は
、
高
度
情
報
化
社
会
の
発
達

や
生
活
環
境
の
変
化
、
ま
た
生

産
機
能
の
効
率
化
や
海
外
移
転

な
ど
の
企
業
環
境
の
変
化
に
伴

っ
て
優
位
性
を
失
い
、
環
境
変

化
へ
の
企
業
対
応
力
や
顔
の
見

え
る
企
業
化
力
が
大
き
く
問
わ

れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
丹
後
に
は
、
伝
統
的
な
文
化

と
歴
史
的
な
生
産
基
盤
が
あ
り

ま
す
。
市
で
は
、
そ
れ
ら
を
守

り
継
い
で
い
く
た
め
、
ま
た
、

景
気
動
向
や
産
業
構
造
に
経
営

を
委
ね
な
い
事
業･

取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
に
、
今
年
度
、「
バ

イ
オ
フ
ァ
イ
バ
ー
活
用
型
丹
後

ち
り
め
ん
新
展
開
事
業
」
と
し

て
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
出
展
で
は
、
約
二
千

人
の
か
た
に
ブ
ー
ス
を
訪
れ
て

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
三
百
件
を

超
え
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回
収
し
、

業
者
間
で
は
約
百
三
十
社
と
の

名
刺
交
換
や
商
談
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
出
展
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
、
引
き
続
き
、
事
業
者

の
か
た
が
主
体
的
に
取
り
組
む

新
製
品
の
開
発
や
用
途
の
開
拓
、

新
た
な
企
業
間
連
携
の
取
り
組

み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。 

　 　
市
で
は
、
市
内
に
あ
る
空
き

家
の
有
効
活
用
お
よ
び
定
住
促

進
を
図
る
た
め
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」

を
運
用
し
て
き
ま
し
た
。 

　
従
来
の
制
度
は
、
所
有
者
か

ら
の
空
き
家
登
録
を
受
け
、
そ

れ
ら
の
物
件
情
報
を
希
望
者
に

対
し
て
提
供
す
る
仕
組
み
。
市

は
情
報
を
提
供
す
る
の
み
で
、

所
有
者
か
ら
の
空
き
家
登
録
が

な
け
れ
ば
提
供
で
き
る
物
件
情

報
が
な
く
、
さ
ら
に
契
約
交
渉

に
つ
い
て
は
当
事
者
間
の
み
で

行
う
た
め
、
両
者
が
安
心
し
て

手
続
き
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
、
そ
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。 

  

　 

 
　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
市
で
は
、
市
内
の
宅
地
建

物
取
引
事
業
者
と
の
連
携
体
制

を
整
備
。
空
き
家
物
件
の
情
報

提
供
を
は
じ
め
、
媒
介
契
約
な

ど
の
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と

な
る
内
容
に
つ
い
て
、
市
と
協

定
を
結
ん
だ
事
業
者
が
担
当
す

る
こ
と
で
、
物
件
情
報
の
充
実

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
利
用

さ
れ
る
か
た
に
、
よ
り
安
心
し

て
手
続
き
を
進
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
し
よ
う
と
、
市

で
は
民
間
の
か
た
と
連
携
し
、
市
内
の
空
き
家
な

ど
の
賃
貸
や
売
却
を
希
望
す
る
所
有
者
の
か
た
と
、

そ
れ
ら
の
賃
借
や
購
入
を
希
望
す
る
か
た
の
情
報

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
仲
介
す
る
「
京
丹

後
市
定
住
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
を
創
設
し
ま
し

た
。
賃
貸
借
な
ど
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
宅
地
建
物
取
引
事
業
者
の
か
た
と
連
携
し

て
運
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
一
月
か
ら
運
用

を
開
始
し
て
い
ま
す
。 物件所有者のお申し出を受けて、登録した物件の利用希望

者に市のホームページから情報を提供します 

市内に所在する住宅、店舗、事務所またはそれらの宅地で
あって、現在利用されていない、もしくは利用されなくな
ることが見込まれるもの 

①市では、賃貸・売買に関する交渉、契約に関しての媒介
は行いません。媒介は、登録物件についてすでに所有
者が依頼している、市内の宅地建物取引業者へ依頼し
ます。 

②市は、上記の宅地建物取引業者との間において、「京丹
後市定住空き家情報バンクの運営に関する協定」を結
んでいますので、安心して手続きを依頼することがで
きます。 

　※宅地建物取引業者を介した物件を賃借または購入する
場合、仲介手数料が必要となります。 

　現在、市内の空き家となっている住宅、店舗、事務
所またはそれらの宅地をお持ちのかたや、今後、空き
家となる可能性がある物件をお持ちのかたで、賃貸・
売却をお考えのかたは、情報提供にご協力ください。 
　なお、市は賃貸借および売買などに関する交渉、契
約などに関しての仲介行為は一切行いませんので、宅
地建物取引業者を介して登録いただくことになります。 
　※宅地建物取引業者を介した場合、仲介手数料が必

要となります。 

制度の運用について 制度の運用について 

制度の概要 制度の概要 

対象物件 対象物件 

空き家などの情報をご提供ください 

お問い合わせ先 企画政策課（蕁 69-0120） 

京丹後市定住空き家情報バンク（ホームページアドレス） 
http://www.tango-wave.jp/akiya/search.php

………………… 

市内の繊維企業、 
「エコプロダクツ2009」に 
市内の繊維企業、 
「エコプロダクツ2009」に 

とコラボ出展 とコラボ出展 「
定
住
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
を
創
設 

従
来
の
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」 

官
民
連
携
に
よ
る 

　
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」へ 

移
住
・
定
住
促
進
に
向
け 

宅
地
建
物
取
引
事
業
者
と
協
働 

バイオ繊維を活用した丹後ちりめんの新展開へ 

企
業
間
連
携
の
多
様
化
へ 

　
　
　
　
　 
ま
ず
第
一
歩 
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協
　
　
　
働 

協
　
　
　
働 

協定書に調印（左・木佐一昭太郎地区長、右・和田健丹後広域振興局長） 

交通安全宣言車 
ステッカー 

交
通
安
全
宣
言
車
ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼
付
を
呼
び
か
け 

多
く
の
か
た
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た 

金
融
機
関
の
出
入
り
口
で 

　
　
　
振
り
込
め
詐
欺
へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
る 

　
府
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
施
行
さ
れ
た
、
後
ヶ
浜
（
丹
後
町
間
人
）
の

防
潮
護
岸
な
ど
の
公
共
施
設
の
一
部
を
、
地
元
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
維

持
管
理
し
よ
う
と
、
丹
後
広
域
振
興
局
と
丹
後
町
間
人
区
谷
地
区
（
木
佐

一
昭
太
郎
地
区
長
）
と
の
間
で
、
巡
視
・
点
検
な
ど
に
関
す
る
協
定
が
合

意
さ
れ
、
一
月
二
十
一
日
、
丹
後
広
域
振
興
局
（
峰
山
町
丹
波
）
で
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
取
り
組
み

は
、
公
共
施
設
の

一
部
を
養
子
と
み

な
し
、
地
域
住
民

な
ど
の
団
体
が
里

親
と
し
て
そ
の
保

守
管
理
に
関
わ
る

制
度
（
＝
ア
ド
プ

ト
制
度
）
を
活
用
。

義
務
的
な
活
動
と

し
て
で
は
な
く
、

自
ら
の
責
任
に
お

い
て
活
動
す
る
こ

と
で
、
公
共
施
設

へ
の
愛
護
心
や
地

域
環
境
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
る
な

ど
、
行
政
と
地
域
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ

る
取
り
組
み
で
す
。
現
在
、
京

都
府
の
公
共
施
設
で
は
主
に
道

路
や
河
川
な
ど
で
採
用
さ
れ
て

お
り
、
住
民
団
体
に
よ
る
美
化

活
動
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

   

　
今
回
の
協
定
の
対
象
施
設
は
、

平
成
十
九
年
の
冬
季
風
浪
に
よ

り
被
災
し
、
昨
年
六
月
に
復
旧

工
事
が
完
了
し
た
後
ヶ
浜
（
丹

後
町
間
人
）
の
防
潮
護
岸
（
延

長
三
一
六
・
七
㍍
）
と
、
そ
の

前
面
に
配
置
さ
れ
た
消
波
ブ
ロ

ッ
ク
で
す
。 

　
隣
接
す
る
海
岸
林
を
波
浪
な

ど
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

治
山
事
業
で
設
置
・
復
旧
。
農

林
関
係
施
設
を
ア
ド
プ
ト
制
度

に
よ
り
維
持
管
理
す
る
の
は
、

府
下
で
初
め
て
で
す
。 

　
協
定
期
間
は
、
平
成
二
十
三

年
三
月
ま
で
で
、
谷
地
区
で
は

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

展
開
さ
れ
て
い
る
「
谷
区
健
や

か
ふ
れ
あ
い
の
会
」
が
中
心
と

な
り
、「
施
設
管
理
の
た
め
の
点

検
お
よ
び
府
へ
の
報
告
」
を
行

う
予
定
。
丹
後
広
域
振
興
局
は
「
施

設
図
面
並
び
に
管
理
に
必
要
な

事
務
用
品
の
提
供
」
な
ど
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
谷
地
区
の
活

動
を
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
協
定
の
締
結
に
際
し
て
木
佐

一
地
区
長
は
「
一
昨
年
は
、
復

旧
工
事
に
よ
っ
て
海
水
浴
シ
ー

ズ
ン
な
ど
、
地
域
の
観
光
に
影

響
が
生
じ
た
。
こ
の
経
験
を
踏

ま
え
、
協
定
に
基
づ
く
点
検
業

務
な
ど
を
通
じ
て
府
と
連
携
し
、

施
設
管
理
に
お
け
る
的
確
な
対

策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
地
域
の
発
展

の
た
め
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
や
れ
る
こ
と
か
ら
や
っ

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

復旧延長は316.7㍍で、前面には消波ブロックが設置 
されています。 
復旧延長は316.7㍍で、前面には消波ブロックが設置 
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平成19年の冬季風浪により被災し、復旧工事を実施 平成19年の冬季風浪により被災し、復旧工事を実施 

谷地区との協働で維持管理される 
後ヶ浜（丹後町間人）の防潮護岸と消波ブロック 
谷地区との協働で維持管理される 
後ヶ浜（丹後町間人）の防潮護岸と消波ブロック 

　京丹後市では、防犯推進委員のみなさんや市民の
かたが参画している市交通安全対策協議会と、警察・
市などの行政機関が協働し、防犯や交通安全を呼び
かける取り組みを通じ、安全で安心して暮らすこと
ができるまちづくりを推進しています。 

交通安全 などを呼びかけ 交通安全 などを呼びかけ 

　 

  

　
家
族
が
窮
地
に
あ
る
こ
と
を
装
っ
て
、
あ

る
い
は
「
還
付
金
を
受
け
取
れ
る
」
な
ど
と

偽
り
、
電
話
で
言
葉
巧
み
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金

自
動
預
払
機
）
に
誘
導
し
、
お
金
を
振
り
込

ま
せ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
の
被
害
は
、
全

国
で
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
特
に
、
被
害
者

の
約
八
割
が
高
齢
者
の
か
た
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
被
害
を
未

然
に
防
ご
う
と
、
京
丹
後
警
察
お
よ
び
京
丹

後
防
犯
推
進
委
員
の
み
な
さ
ん
と
協
働
で
街

頭
啓
発
を
実
施
。
年
金
給
付
日
で
あ
る
十
二

月
十
五
日
に
、
市
内
の
金
融
機
関
の
ご
協
力

も
得
て
、
金
融
機
関
の
出
入
り
口
で
、
振
り

込
め
詐
欺
被
害
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

    

　
ま
た
、
十
二
月
は
市
内
の
交
通
量
が
多
く

な
る
こ
と
か
ら
、
京
丹
後
市
交
通
安
全
対
策

協
議
会
（
市
・
京
丹
後
警
察
・
地
域
交
通
安

全
活
動
推
進
協
会
・
交
通
安
全
推
進
委
員
で

構
成
）
に
よ
り
、
年
末
の
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
し

ま
し
た
。 

　
活
動
は
十
二
月
二
十
日
（
網
野
町
内
）
と

二
十
三
日
（
峰
山
町
内
・
久
美
浜
町
内
）
の

二
回
に
わ
た
り
、
市
内
の
五
か
所
で
実
施
。

交
通
事
故
の
防
止
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
や
、

夜
間
の
歩
行
時
な
ど
に
身
に
つ
け
る
反
射
材

を
配
布
し
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

必
要
な
心
が
け
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
か
た
を

は
じ
め
、
よ
り
多
く
の
か
た
に
安
全
運
転
を

意
識
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
同
協
議
会
が
作

成
し
た
「
交
通
安
全
宣
言
車
ス
テ
ッ
カ
ー
」

を
配
布
し
、
自
動
車
へ
の
貼
付
を
依
頼
し
、

約
三
百
四
十
人
の
か
た
に
ご
協
力
が
い
た
だ

け
る
な
ど
、
今
回
の
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
安
全
運
転
や
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
を
、
よ
り
い
っ
そ
う
高
め
て
い
た
だ
く
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。 

地域の安心・安全を 地域の安心・安全を 

回数券の種類 
普通回数券 11回分　2,000円（１回あたり182円） 

昼間回数券 13回分　2,000円（１回あたり154円） 
使用は、10：00～16：00の間に降車する場合に限ります。 

通学回数券 13回分　2,000円（１回あたり154円） 
学生証をご提示ください。 

お得・便利 
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進
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事
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羽
賀
義
昌 

団
長 

雨の中市中行進および 
　　　一斉放水を実施 
地域の安心・安全を願う 

消防団協力事業所表示マーク 

　
火
災
や
災
害
の
な
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
願
う
新
春
恒
例
の
「
京
丹
後

市
消
防
出
初
め
式
」
を
、
一
月
十
日
、
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町

杉
谷
）
で
開
催
し
、
市
消
防
団
や
市
消
防
本
部
な
ど
消
防
関
係
者
な
ど
約

八
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
行
っ

た
式
典
に
は
、
市
消
防
団
（
一

月
十
日
現
在
の
団
員
数
千
七
百

六
十
一
人
）
の
羽
賀
義
昌
団
長

以
下
七
百
三
十
人
の
団
員
お
よ

び
市
消
防
本
部
職
員
六
十
人
が

出
席
。
京
都
府
丹
後
広
域
振
興

局
長
や
府
議
会
議
員
、
市
議
会

議
員
、
京
丹
後
警
察
署
長
、
航

空
自
衛
隊
第
三
十
五
警
戒
隊
長

な
ど
多
く
の
来
賓
の
み
な
さ
ん

に
ご
参
加
い
た
だ
き
開
催
し
ま

し
た
。 

　
中
山
市
長
が
「
市
消
防
団
員

の
み
な
さ
ん
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
生
業
の
あ
る
中
で
、
厳
し
い

経
済
情
勢
の
中
で
ご
ざ
い
ま
す

け
ど
も
、
日
夜
こ
の
尊
い
消
防

団
の
業
務
に
献
身
的
に
尽
く
し

て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
深
い
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
本
年
も
ど
う
ぞ
、
こ
の
尊
い

消
防
団
活
動
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
い

た
だ
く
こ
の
活
動
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
行
政
当
局
と
し
ま
し
て
も
、

み
な
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
本

市
の
安
全
・
安
心
を
し
っ
か
り

と
守
る
た
め
、
が
ん
ば
っ
て
ま

い
り
ま
す
」
と
式
辞
。
ま
た
、

消
防
・
防
災
活
動
に
貢
献
の
あ

っ
た
団
員
の
百
七
十
五
人
の
み

な
さ
ん
に
優
良
消
防
団
員
表
彰

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
終
了
後
に
は
、
降
り
し

き
る
雨
の
中
、
参
加
し
た
消
防

団
員
お
よ
び
消
防
本
部
職
員
に

よ
る
市
中
行
進
を
行
う
と
と
も
に
、

式
典
会
場
付
近
の
小
西
川
沿
い
で
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
六
台
に
よ

る
一
斉
放
水
を
披
露
。
参
加
者

全
員
で
、
防
災
や
災
害
に
つ
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。 

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
印

象
に
残
っ
た
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
春
の
捜
索
で
す
。
捜
索
の
依

頼
が
入
り
、
直
ち
に
二
町
に
ま
た

が
っ
て
広
域
の
捜
索
体
制
を
し
き

ま
し
た
。
荒
地
・
山
林
を
捜
索
す

る
団
員
の
姿
を
見
た
と
き
、
地
域

を
思
う
気
持
ち
、
ま
た
行
方
不
明

に
な
ら
れ
た
か
た
の
無
事
を
思
う

気
持
ち
が
痛
い
ほ
ど
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
か
た

を
無
事
、
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
ど
ろ

ど
ろ
に
な
っ
た
活
動
服
を
見
て
笑
み
を
浮
か
べ
る

団
員
に
「
本
当
に
ご
苦
労
さ
ん
、
よ
う
や
っ
た
」

と
言
い
ま
し
た
。
改
め
て
、
我
々
消
防
団
は
、
災

害
に
対
処
す
る
だ
け
で
な
く
、
消
え
か
け
た
命
を

救
う
こ
と
が
で
き
る
組
織
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

　
ど
う
か
み
な
さ
ん
、
今
年
も
家
族
を
、
そ
し
て

地
域
を
守
る
た
め
に
、
共
に
汗
を
流
し
、
そ
の
汗

で
築
い
た
絆
で
、
安
全
・
安
心
な
地
域
と
な
る
よ

う
に
努
力
す
る
こ
と
を
、
本
日
こ
こ
に
、
決
意
を

共
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
厳
し
い
経
済

情
勢
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
が
一
番
大

事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
家
族

の
安
心
で
あ
り
安
全
で
あ
り
ま
す
。
大
勢
の
関
係

者
に
応
え
る
べ
く
共
に
汗
を
し
た
い
と
、
私
も
こ

こ
で
お
誓
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
従
業
員
の
か
た
の
消
防
団
活
動
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
所
を
「
消
防
団
協

力
事
業
所
」
と
認
定
し
、
表
示
証
の
交
付
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
、
そ
の

協
力
内
容
や
社
会
貢
献
を
広
く
公
表
す
る
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
を
本
市
で
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
消
防
団
員
は
、
人
口
の
過
疎
化
や
少
子
高

齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
い
、
全
国
的
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
産
業
や
就
業
構

造
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
団
員
の
み
な
さ
ん

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
が
進
み
、
本
市
の
消
防

団
に
お
い
て
の
そ
の
割
合
は
、
八
〇
㌫
を
超

え
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
消
防
団
は
、
地
域
密
着
性
・

要
員
動
員
力
・
即
時
対
応
力
と
い
っ
た
三
つ

の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
消
火
活
動
を
は

じ
め
大
規
模
災
害
発
生
時
な
ど
に
は
、
地
域

の
安
全
確
保
の
た
め
に
不
可
欠
な
存
在
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
市
で
は
、
総
務
省

が
平
成
十
八
年
度
に
創
設
し
た
「
消
防
団
協

力
事
業
所
表
示
制
度
」
を
導
入
。
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
か
た
が
入
団
し
や
す
く
、
か
つ
活
動

し
や
す
い
環
境
整
備
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
同
制
度
に
よ
り
、
市
が
「
消
防
団
協
力
事

業
所
」
と
認
定
し
た
事
業
所
へ
は
表
示
証
を

交
付
す
る
と
と
も
に
、「
消
防
団
協
力
事
業

所
」
と
し
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

協
力
内
容
や
社
会
貢
献
を
広
く
公
表
す
る
こ

と
で
、
団
員
の
入
団
促
進
や
活
動
環
境
の
整

備
は
も
と
よ
り
、
協
力
事
業
所
の
社
会
的
信

頼
性
の
向
上
や
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
も
の
と
し

て
、
地
域
全
体
の
消
防
防
災
体
制
が
一
層
充

実
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　「消防団協力事業所表示制度」は、事業所の
消防団活動への協力が社会貢献として広く認めら
れると同時に、事業所の協力を通じて、地域防災
体制がより一層充実されることを目的とした制度です。 
　「消防団協力事業所」として認められた事業所は、
取得した表示証を社屋に掲示でき、表示証のマー
クを自社のホームページなどで広く公表することが
できます。 

　事業所の消防団への協力を消防団員と事業所
の従業員をイメージした輪の連結を力強く表現し、
また、ハート型は地域を思う心を併せて表現し
ています。（消防庁ホームページ抜粋） 個々の本店、支店、営業所など 

従業員の一割以上が消防団に入団している 
事業所 

従業員の消防団活動について、積極的に配 
慮している事業所 

災害時などに事業所の資機材などを消防団 
に提供するなどの協力をしている事業所 

そのほか、消防団活動に協力することによ 
り、地域の消防防災体制の充実強化に寄与 
しているなど、市長が特に優良と認める事 
業所 

市のホームページなどで事業所を紹介 

表示証の掲示、自社ホームページやパンフレット 
などでPR

※この制度は全国統一的な制度ですので、表示証のデザ
インは認定事業所であることがわかります。 

羽賀義昌 消防団長　訓示（抜粋） 
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め
ざ
し 

家族や地域の安心・安全を 

安
心
安
心
・
安
全
安
全 
安
心
安
心
・
安
全
安
全 
安
心
・
安
全 

消
防
団
協
力
事
業
所 

　  

表
示
制
度
制
度
を
ス
タ
ー
ト 

消
防
団
協
力
事
業
所 

　  

表
示
制
度
制
度
を
ス
タ
ー
ト 

市
消
防
団
員
の
活
動
環
境
整
備
を
め
ざ
し 

認定事業所の単位 

事業所のＰＲ 

表示マークについて 

消防団協力事業所表示制度 
に関するお問い合わせ先 

認定基準（いずれかに該当） 

総務課（蕁69-0140） 

消防団協力事業所表示制度 
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中村専務理事の 
信　念 

“は・げ・あ・た・ま”を信念に、積極的に地域づくり 
に励んでいる中村専務理事の講演会 
 自然環境問題への思いか

ら自然（有機）農法を実践
されています。 

1986年から、黒姫山の森
の再生を実践されています。 

有機農業技術を普及する
ため、世界中を駆け巡って
おられます。 

1000坪の荒れ地を開墾し、
木を植え、「庭を森にした
人」。 

持続可能な地域づくりなど
の啓発、普及活動を行って
おられます。 

青 木  伸 一さん 

作家、環境保護活動家、 
譛ア・ファンの森財団理事長 

Ｃ・Ｗ・ニコルさん 

豊 田  玲 子さん 

森　 孝 之さん 西 村  和 雄さん 

有機農家、 
自然農法栽培家出荷組合Bio代表 

農学博士、 
有機農業研究者・指導者 

アイトワ主宰、作家、 
ライフスタイルコンサルタント 

NPO法人風土計画代表理事 
コーディネーター 

心豊かな暮らしや自然との共生などについて、 
さまざまな意見が出されたパネルディスカッション 

新
た
な
火
葬
場 

　
　
整
備
に
向
け 

市
へ
意
見
書
を
提
出

市
へ
意
見
書
を
提
出 

市
へ
意
見
書
を
提
出

市
へ
意
見
書
を
提
出 

市
へ
意
見
書
を
提
出 

火
葬
場
整
備
検
討
委
員
会 

　
市
で
は
、
市
内
に
設
置
し
て
い
る
竹
野
川
斎
場
・
網
野
火
葬
場
・
久
美
浜
火
葬
場
の
老

朽
化
に
伴
い
、
新
た
な
火
葬
場
の
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
一
月
十

二
日
、
京
丹
後
市
火
葬
場
整
備
検
討
委
員
会
（
糸
井
貢
委
員
長
・
十
九
人
）
か
ら
「
新
火

葬
場
整
備
の
方
向
性
に
関
す
る
意
見
書
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
昨
年
三
月
に
「
京
丹
後
市
火
葬

場
建
設
基
本
構
想
」
を
策
定
し
、
そ
れ
を
踏

ま
え
、
同
年
八
月
に
市
火
葬
場
整
備
検
討
委

員
会
が
組
織
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
検
討
委

員
会
に
対
し
て
、
新
火
葬
場
の
方
向
性
に
つ

い
て
の
意
見
を
求
め
て
い
ま
し
た
。 

　
同
検
討
委
員
会
で
は
、
市
民
の
利
便
性
と

市
の
財
政
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
慎
重

に
審
議
を
重
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
意
見
書
の
内
容
と
し
て
、 

　
▼
火
葬
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

　
　
利
便
性
と
地
域
性
を
考
慮
し
て
適
地
を

　
　
選
定
し
、
一
か
所
新
設
と
さ
れ
た
い
。 

 
　
▼
整
備
施
設
の
規
模
に
つ
い
て
は
、「
敷

　
　
地
面
積
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
築
面

　
　
積
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
普
通
炉
四

　
　
基
、
汚
物
炉
一
基
な
ど
と
し
、
動
物
炉

　
　
一
基
の
設
置
も
考
慮
す
る
こ
と
。 

 

　
▼
整
備
施
設
の
動
線
計
画
・
デ
ザ
イ
ン
に

　
　
つ
い
て
は
、
施
設
内
配
線
や
会
葬
者
の

　
　
動
線
に
配
慮
し
つ
つ
、
会
葬
者
の
心
情

　
　
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
さ
れ
た

　
　
い
。 

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
意
見
書
の
内
容
を
尊
重
し
な
が

ら
、「
京
丹
後
市
火
葬
場
整
備
基
本
方
針（
案
）」

を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
一
月

二
十
一
日
〜
二
月
十
二
日
）
を
実
施
し
、
同

基
本
方
針
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。 

市火葬場整備検討委員会が意見書を提出 
（中央・糸井貢委員長、右・木村榮子副委員長） 

 「地球温暖化」に対する意

識や「これ以上物質的な豊か

さは必要ないと思うか」などの

アンケート結果では、ほとんど

のかたが同じ考え方をもって

いる。自然環境の改善につい

て政治などに訴え、理解して

いただき、策を講じてほしい。 

　ドイツの田舎のある小さなレ

ストランでは、地元のかたが楽

しみながら美味しい料理をつ

くっている。そこで働く地元の

人が幸せかどうかということが

大事。結果は後からついてくる。

ちなみにその店は、ミシュラン

で三ツ星に選ばれている。 

　農業は、食と農が分離する

ものではない。しかし、現代

は食べることとつくることが

別々になっている。このため、

米の価格や食形態などがおか

しくなっている。食と農をき

ちんと結び付け、正常に戻す

ことができるのは、田舎だけ

だ。 

　20世紀は地下資源を掘り起

こした世紀。これからは地上

資源を大切にしないと生きて

いけない。野菜は、色や形にこ

だわり、安全性が無視されてい

る。また野菜の本来の味や栄

養がない。それにより病気の子

が出てきている。人の意識を

変えていく必要がある。 

　宇川地域の豊かな森が育んだミネラル豊富な清流などの地域資源

を生かして、「里力再生事業」を活用し、豊かな地域づくりをめざす

「宇川里力再生会議」（平井貞雄宇川連合区長）が、1月22日、敦賀

商工会議所の中村秀男専務理事を招き「地域づくり講演会」を中浜

区民会館（丹後町中浜）で開催し講演に訪れた約100人の宇川地域

のかたが、熱心に講演を聞かれていました。 

は  ハキハキと 
げ  元気よく 
あ  明るく 
た  楽しく 
ま  真心こめて 

　
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
宇
川
地
域
で
は
、

過
疎
化
・
高
齢
化
集
落
を
含
む
地
域
全
域
で

「
宇
川
里
力
再
生
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
絆
を
回
復
し
、
知
恵

を
出
し
合
い
協
働
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組

む
力
で
あ
る
「
里
力
」
を
再
生
し
、
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　「
地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
」

と
題
し
た
講
演
で
は
、
中
村
専
務
理
事
が
、

敦
賀
地
域
の
「
ま
ち
」・「
地
域
」・「
産
業
」

な
ど
の
経
済
振
興
（
仕
掛
け
づ
く
り
）
の
事

例
を
説
明
。
宇
川
地
域
に
つ
い
て
「
宇
川
に

あ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
実
践
す
る

こ
と
が
、
地
域
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
生

き
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
投
げ
か
け

た
う
え
で
、
コ
ッ
プ
に
入
っ
た
水
を
飲
み
「
み

な
さ
ん
は
、
四
分
の
一
あ
る
こ
の
水
を
ど
う

見
る
か
。
ま
だ
四
分
の
一
残
っ
て
い
る
と
見

る
の
か
、
四
分
の
三
な
く
な
っ
て
い
る
と
見

る
の
か
。
そ
の
見
方
に
よ
っ
て
宇
川
の
将
来

が
決
ま
り
ま
す
。
プ
ラ
ス
思
考
で
、
腹
を
割

っ
て
話
し
合
い
、
地
域
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
宇
川
地
域
の
地
域
再
生
の
取
り
組
み
が
、

今
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

こ
の
よ
う
に
市
民
協
働
で
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
域
を
支
え
て
い
き
ま
す
。 

 

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、豊
か
な
自
然
の
恵

み
や
共
同
や
助
け
合
い
、
思
い
や
り
の
心

が
生
み
出
す
「
本
来
の
人
間
ら
し
い
生
き

方
」
に
つ
い
て
考
え
、話
し
合
い
の
中
か
ら
、

個
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、「
き
っ
か
け
」
や
「
ヒ
ン

ト
」
を
見
つ
け
、
地
域
や
社
会
で
行
動
を

起
こ
す
こ
と
で
、
丹
後
か
ら
全
国
に
向
け

て
「
本
来
の
心
豊
か
な
暮
ら
し
方
」
の
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、

主
催
者
の
青
木
委
員
長
が
「
自
然
と
つ
な

が
る
生
き
方
と
思
い
や
り
や
地
域
性
に
根

ざ
し
た
暮
ら
し
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
で
一
緒

に
考
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ス
タ
ー
ト
。 

　
「
森
か
ら
未
来
を
見
る
」
と
題
し
た
ニ

コ
ル
さ
ん
の
基
調
講
演
で
は
、ニ
コ
ル
さ
ん

自
身
が
黒
姫
山
（
長
野
県
信
濃
町
）の
荒

廃
し
て
い
た
森
を
恵
み
豊
か
な
森
へ
と
変

え
て
い
か
れ
た
様
子
を
、映
像
で
説
明
。「
心

の
中
に
美
し
い
自
然
を
思
い
描
く
と
実
現

に
向
け
て
人
は
行
動
す
る
。一
緒
に
美
し
い

日
本
を
つ
く
ろ
う
」
と
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。 

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、田
舎
に

存
在
す
る
魅
力
や
自
然
と
共
存
す
る
生

き
方
な
ど
に

つ
い
て
議
論
さ

れ
、
来
場
者
の

か
た
は
、
熱
心

に
討
論
を
聞

か
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

パネルディスカッション パネルディスカッション パネルディスカッション 

～丹後からはじまるもうひとつの生き方 自然に暮らす 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催 

　
自
然
と
向
き
合
い
共
に
暮
ら
す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
然
に
暮
ら
す

〜
丹
後
か
ら
は
じ
ま
る
も
う
ひ
と
つ
の
生
き
方
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
・
青
木
伸
一
委
員

長
）が
、世
界
的
な
環
境
保
護
活
動
家
で
あ
る
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
さ
ん
を
招
き
、平
成
二
十
一
年

十
二
月
十
二
日
、ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮（
大
宮
町
口
大
野
）で
開
催
さ
れ
、約
三
百
人
の
来

場
者
の
か
た
が
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

住みなれた地域で暮らし続けるため 住みなれた地域で暮らし続けるため 

本
来
の
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
探
る

本
来
の
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
探
る 

本
来
の
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
探
る

本
来
の
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
探
る 

本
来
の
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
探
る 

宇川里力再生会議 

地域づくり講演会を開催 

丹後の内なる魅力を探る 丹後の内なる魅力を探る 
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「生姜のたいたん」は、すがすがしい香りを 
そのまま味わえる一品に仕上がりました 

故  福 永 輝 彦さん 

炭
火
の
焼
き
ガ
キ
が
来
場
者
へ
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た 

府消防職員意見発表会で最優秀賞 
吉岡 徹也  消防士長 

　
故
福
永
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年
二
月
か
ら
、
七

期
二
十
八
年
の
永
き
に
わ
た
り
峰
山
町
議
会
議
員
と

し
て
、
常
に
住
民
の
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
持
ち
前

の
温
厚
誠
実
な
性
格
に
よ
り
指
導
力
を
発
揮
し
、
円

滑
な
議
会
運
営
を
行
う
な
ど
地
方
自
治
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
か
ら
昭
和
六
十
二
年

二
月
ま
で
は
議
長
を
務
め
、
小
学
校
の
建
設
や
総
合

公
園
の
整
備
な
ど
、
数
多
く
の
教
育
文
化
施
設
事
業

に
手
腕
を
発
揮
。
教
育
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
三
年
二
月
か
ら
平
成
五
年
二
月
ま
で

と
、
平
成
七
年
二
月
か
ら
平
成
九
年
二
月
ま
で
は
、

議
会
議
員
選
出
の
監
査
委
員
に
就
任
。
そ
の
間
、
職

務
の
重
要
性
に
鑑
み
、
常
に
研
修
を
心
が
け
、
絶
え

ず
町
の
行
財
政
の
現
状
を
考
慮
し
た
監
査
を
実
施
す

る
な
ど
、
今
日
の
監
査
事
務
に
お
け
る
基
礎
の
確
立

に
も
貢
献
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
正

六
位
に
叙
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
ま
つ
り
は
、
冬
の
風
物
詩
と
し
て
毎

年
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
会
場
で
は
、
約

六
千
個
の
焼
き
ガ
キ
を
は
じ
め
、
ト
ビ
ウ

オ
や
イ
ワ
シ
の
ツ
ミ
レ
、
豪
快
に
ぶ
つ
切

り
さ
れ
た
サ
ワ
ラ
や
コ
ッ
ペ
ガ
二
な
ど
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
大
漁
鍋
が
振
る
舞
わ
れ
、

長
蛇
の
列
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
ハ
マ
チ
の
釣
り
堀
コ
ー
ナ
ー
を

は
じ
め
、
会
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ

れ
た
「
カ
ニ
雑
炊
の
早
食
い
大
会
」
や
「
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
に
多
く
の
か
た
が
参
加
さ
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

　
久
美
浜
湾
の
カ
キ
は
、
形
が
よ
く
厚
み

が
あ
り
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の

栄
養
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
約

百
軒
が
、
厳
し
い
品
質
管
理
の
も
と
、
養

殖
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

湊
漁
業
協
同
組
合
員
の
か
た

は
「
今
年
の
カ
キ
は
例
年
並

み
の
水
揚
げ
量
、
質
。
こ
の

時
期
は
、
小
振
り
で
身
が
し

ま
っ
て
い
る
。
一
月
に
か
け

て
厚
み
が
さ
ら
に
増
し
て
い

く
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
地
元
産
焼
き
ガ
キ
を
ほ
お

ば
る
来
場
者
の
か
た
か
ら
は

は
「
並
ん
だ
か
い
が
あ
っ
た
。

と
て
も
お
い
し
い
」
と
旬
の

味
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。 

　
京
都
市
を
除
く
府
内
十
四
の
消
防
本
部
の
消
防
士
が
、
こ

れ
ま
で
の
現
場
で
の
経
験
な
ど
か
ら
消
防
や
救
急
に
関
す
る

思
い
や
意
気
込
み
を
披
露
す
る
「
京
都
府
消
防
職
員
意
見
発

表
会
」
が
十
一
月
十
八
日
、
京
都
市
内
で
開
催
さ
れ
、
京
丹

後
市
消
防
本
部
の
吉
岡
徹
也
消
防
士
長
が
、
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。 

　
吉
岡
士
長
は
、
十
月
に
実
施
し
た
市
消
防
本
部
内
で
の
選

考
会
を
勝
ち
抜
き
、
府
消
防
職
員
意
見
発
表
会
へ
と
出
場
。

「
安
心
を
言
葉
に
乗
せ
て
」
と
題
し
、
自
ら
が
勤
務
す
る
消

防
本
部
指
令
室
の
業
務
に
お
い
て
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

を
発
表
。
一
一
九
番
通
報
を
受
け
る
際
、
相
手
の
不
安
を
和

ら
げ
る
た
め
に
「
適
度
な
声
の
大
き
さ
や
高
さ
、
話
す
ス
ピ

ー
ド
な
ど
に
心
が
け
る
」
な
ど
、
話
し
方
の
基
本
が
大
切
で

あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
よ
り
大
切
な
こ
と
は
「
相
手
を
思
い

や
る
気
持
ち
」
と
表
現
す
る
な
ど
、
自
ら
の
業
務
に
対
す
る

気
持
ち
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
吉
岡
士
長
は
、
最
優
秀
賞
の
結
果
を
受
け
京
都
府
下
代
表

と
し
て
、
四
月
に
京
都
市
内
で
開
か
れ
る
東
近
畿
支
部
消
防

職
員
意
見
発
表
会
に
出
場
し
ま
す
。 

　市とNPO法人日本都市農村交流ネットワーク協
会（京都市・宮崎猛理事長）との連携による都市
農村交流事業の取り組みのなかで、今回、本市の
ほ場で栽培されたショウガが、京都市内の企業に
より「生姜のたいたん」として商品化され全国で
販売されるこになりました。 

　
同
協
会
は
、
地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
、
交
流
を
通

し
て
つ
く
り
上
げ
た
安
心
・
安
全
な
農
作
物

（
シ
ョ
ウ
ガ
）
の
商
品
化
を
企
画
。
京
都
の

新
し
い
カ
タ
チ
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
を
提
唱
す
る
、
協
同
組
合
「
京
の
ほ

ん
ま
も
ん
塾
」（
京
都
市
）
に
加
入
さ
れ
て

い
る
企
業
へ
企
画
提
案
し
商
品
化
が
実
現
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
に

参
画
す
る
流
通
業
者
な
ど
に
よ
り
全
国
へ
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
原
材
料
で
あ
る
シ
ョ
ウ
ガ
は
、
都
市
部
の

か
た
と
地
元
の
か
た
と
の
交
流
体
験
の
農
園

で
あ
る
「
ゆ
う
き
の
楽
園
※
」（
大
宮
町
河

辺
）
で
栽
培
さ
れ
、
昨
年
四
月
か
ら
セ
ラ
ミ

ッ
ク
炭
と
有
機
肥
料
を
配
合
し
た
土
づ
く
り

が
行
わ
れ
、
手
作
業
に
よ
り
管
理
・
収
穫
。

収
穫
さ
れ
た
シ
ョ
ウ
ガ
は
、
京
都
市
の
企
業

に
運
ば
れ
、
醤
油
、
み
り
ん
、
砂
糖
な
ど
で

味
付
け
さ
れ
、
つ
く
だ
煮
と
し
て
加
工
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、「
生
姜
の
た
い
た
ん
」
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
は
、
シ
ョ
ウ
ガ
の
煮
物
を
ス
ト
レ
ー
ト

に
表
現
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　「
ゆ
う
き
の
楽
園
」
で
は
来
年
度
以
降
、

シ
ョ
ウ
ガ
生
産
の
拡
大
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

　
市
で
は
、
今
後
も
都
市
農
村
交
流
事
業
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
に
よ

る
京
丹
後
市
の
農
作
物
の
販
路
拡
大
や
Ｐ
Ｒ

を
強
化
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

 
好　評 
発売中 

商 品 内 容 
★北近畿タンゴ鉄道線内全区間の普通列車・快速列
車および特急列車の自由席をご利用いただけます。 

★購入日から1か月以内に、2人が同時に、1日のみご
利用いただけます。 

　（最終ご利用日は平成22年3月31日です） 
★ご利用当日は、何度でも乗り降りできます。 
★払い戻しの取り扱いはいたしません。 

お問い合わせ先 ： 北近畿タンゴ鉄道（蕁0772-22-8571） 
きっぷ販売員のいるKTR各駅で販売しています。 

特急乗り放題 特急乗り放題 特急乗り放題 お2人用きっぷ人用きっぷ お2人用きっぷ お2人用きっぷ 

エクスプレス・ペア エクスプレス・ペア 

生姜のたいたん 生姜のたいたん 生姜のたいたん 

都市農村交流の取り組みから 
　 農産物の商品化が実現 
都市農村交流の取り組みから 
　 農産物の商品化が実現 

　「
ゆ
う
き
の
楽
園
」
と
は
、
都
市
農
村
交

流
事
業
を
す
る
た
め
の
体
験
農
園
（
約
十

ア
ー
ル
）
と
し
て
、
地
元
の
農
家
の
か
た

の
指
導
の
も
と
、「
若
者
が
„
勇
気
“
を
持

っ
て
農
業
に
挑
戦
し
、
„
有
機
“
栽
培
で

取
り
組
む
農
業
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
名
づ

け
ら
れ
た
農
園
で
す
。 

▼【
ゆ
う
き
の
楽
園
】▲ 

元
町
議
会
議
員 

故

福 

永  

輝 

彦
さ
ん
（
峰
山
町
室
） 

正
六
位
に
叙
さ
れ
ま
し
た 

海
が
育
ん
だ
恵
み
を
楽
し
む 

海
が
育
ん
だ
恵
み
を
楽
し
む 

久
美
浜
カ
キ
・
魚
ま
つ
り 

久
美
浜
カ
キ
・
魚
ま
つ
り 

久
美
浜
カ
キ
・
魚
ま
つ
り 

大盛況 大盛況 

　
本
市
の
冬
を
代
表
す
る
味
覚
の
一
つ
「
カ
キ
」
の
水
揚
げ
が
本
番
を
迎
え
た
平
成
二

十
一
年
十
二
月
六
日
、
湊
漁
業
協
同
組
合
マ
リ
ン
プ
ラ
ザ
広
場
（
久
美
浜
町
湊
宮
）
で
、

「
第
二
十
四
回
カ
キ
・
魚
ま
つ
り
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
冬
の
味
覚

を
味
わ
う
観
光
客
や
親
子
連
れ
な
ど
、
約
七
千
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

京
都
府
消
防
職
員
意
見
発
表
会 

最
優
秀
賞
を
獲
得 

吉 

岡  

徹 

也 

消
防
士
長
（
京
丹
後
市
消
防
本
部
） 

全　国 
販売へ 

お値段／大人 2,500円（大人のみの設定です） 

お得・便利 
北近畿タンゴ鉄道 北近畿タンゴ鉄道 北近畿タンゴ鉄道 

第
二
十
四
回 



平成22年2月 平成22年2月 

京
都
府
の
ひ
ろ
ば 

鳥  

獣  

対  

策 

17 16

安心・安全 
河川にたい積した 
土砂などの除去 

迅速な対応 
自転車道入口の 
車止めの設置 

地域密着 地域密着 
道路側溝の設置 道路側溝の設置 

（久美浜町甲山） 

（弥栄町溝谷） 

（丹後町平） 

0

500

1,000

1,500

2,000

697

449435

133

988
938

228
165

1,787

652

483

227

イ
ノ
シ
シ 

シ
　
　
カ 

鳥
　
　
類 

そ
の
ほ
か（
サ
ル
、ヌ
ー
ト
リ
ア
、タ
ヌ
キ
な
ど
） 

（頭） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 
※平成21年度は、平成21年11月末までの実績です。 

凡  例 

　 

   

　
同
事
業
は
府
が
管
理
す
る
施

設
に
お
い
て
、
生
活
者
・
利
用

者
の
視
点
か
ら
、
身
近
な
安
心
・

安
全
に
つ
な
が
る
改
善
箇
所
を

ご
提
案
い
た
だ
き
、
施
設
の
管

理
者
が
現
地
の
状
況
を
確
認
し
、

技
術
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

そ
の
後
、
第
三
者
や
地
元
市
町

の
担
当
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た

審
査
委
員
会
に
お
い
て
、
工
事

実
施
の
採
否
を
審
査
し
ま
す
。 

　
審
査
委
員
会
は
公
開
で
行
わ
れ
、

そ
の
審
査
結
果
は
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、

個
々
の
提
案
者
に
も
文
書
で
回

答
す
る
な
ど
、
事
業
箇
所
決
定

プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
・
説
明
責

任
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。 

   

　
京
都
府
全
体
で
、
二
千
三
百

三
十
四
件
の
提
案
が
あ
り
、
丹

後
管
内
で
六
百
十
六
件
、
そ
の
内
、

京
丹
後
市
域
で
は
四
百
件
を
超

え
る
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
具
体
的
な
提
案
と
し
て
は
、

通
学
路
に
な
っ
て
い
る
道
路
の

側
溝
に
ふ
た
を
か
け
て
歩
行
空

間
を
確
保
し
た
り
、
河
川
内
に

繁
茂
す
る
草
木
を
伐
採
し
た
り

す
る
な
ど
、
身
近
な
安
心
・
安

全
に
つ
な
が
る
提
案
が
数
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
予
想
以
上

の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
現
在
、

精
力
的
に
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

第
一
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、

な
に
と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
同
事
業
は
、
全
国
で
初
め
て

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
職
員
も

戸
惑
い
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。
し
か
し
、
施
設
を
利
用

す
る
立
場
か
ら
の
き
め
細
や
か

な
提
案
も
あ
り
、
ま
た
、
提
案

者
と
の
調
整
の
際
に
感
謝
の
声

が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
の

安
心･

安
全
を
一
緒
に
作
り
上
げ

る
中
で
、
職
員
に
は
新
た
な
視

点
で
見
つ
め
直
す
機
会
に
も
な

り
ま
し
た
。 

　
京
都
府
で
は
本
年
度
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
声
に
よ
っ
て
事

業
箇
所
を
決
定
す
る
、
全
国
初
の
新
た
な
公
共
事
業
の
手
法
で
あ
る
、

「
府
民
公
募
型
安
心
・
安
全
整
備
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
※
平
成
二
十
一
年
度
の
提
案
募
集
は
終
了
し
て
い
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局 

（
蕁
六
二
ー
四
三
〇
一
） 

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
実
績
は
、
平
成

十
九
年
度
と
比
較
し
て
増
加
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
鳥
獣
被
害
は
依

然
、
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市

で
は
、「
被
害
地
管
理
」、「
生
息

地
管
理
」、「
個
体
数
管
理
」
を
総

合
的
に
組
み
合
わ
せ
た
対
策
を
講

じ
る
こ
と
で
、
鳥
獣
被
害
の
発
生

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
具
体
的
に
は
、 

▼
鳥
獣
の
侵
入
を
防
ぐ
防
除
施
　

　
設
を
設
置
す
る 

▼
鳥
獣
が
侵
入
し
に
く
い
環
境
　

　
を
整
え
る
（
＝
守
り
の
対
策
） 

▼
被
害
を
与
え
る
鳥
獣
を
捕
獲
　

　
す
る
（
＝
攻
め
の
対
策
） 

　
を
組
み
合
わ
せ
た
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。（
下
図
・
被
害

対
策
の
実
施
参
照
） 

　
鳥
獣
被
害
対
策
は
、
い
ず
れ
か

の
対
策
に
偏
る
こ
と
な
く
、
総
合

的
に
講
じ
る
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
。 

　
市
で
は
今
後
も
、
効
果
的
な
有

害
鳥
獣
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。 

　
市
で
は
、
社
団
法
人
京
都
府
猟
友
会
中
郡
支
部
、
竹
野
郡
支
部
、

久
美
浜
支
部
猟
友
会
と
協
力
し
、
農
作
物
な
ど
に
被
害
を
与
え
る
イ

ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
を
有
害
鳥
獣
と
し
て
捕
獲
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
一
年
度
は
、
十
一
月
末
の
中
間
集
計
で
、
イ
ノ
シ
シ
九

百
八
十
八
頭
、
シ
カ
九
百
三
十
八
頭
を
捕
獲
し
て
お
り
、
シ
カ
の
捕

獲
頭
数
は
、
既
に
昨
年
度
の
捕
獲
実
績
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

被害地管理 

生息地管理 

「農地を含む集落の防護」 
・農作物の選定、作つけの工夫 
・森林際の農地の整備 
・追い払い 
・防護柵の設置 

「森林などの 
　生息地環境の保全整備」 

・バッファーゾーン整備 
・人工林の混交林化 
・広葉樹の植栽 

個体数管理 
「捕獲による加害個体の除去 
　　　および生息数の適正化」 
・有害捕獲 
・個体数調整 

　イノシシ・シカの広域捕獲（銃による捕獲）
を次の日程で行います。 
　広域捕獲は、ハンター数十人で山を囲い、銃
を使用した捕獲活動を行います。イノシシ・シ
カを追い出して捕獲を行うため、山林などへの
入山制限を行いますので、安全対策にご協力く
ださい。 

※悪天候の場合は、2月28日（日）に順延します。 

■お問い合わせ先／農林整備課（蕁 69-0430） 

実 施 日 2月21日（日） 
9：00～15：00時　　間 
峰山町　西山、小西、新治地内 場　　所 

中郡支部猟友会 
竹野郡支部猟友会 
久美浜支部猟友会 

活 動 班 

た
だ
今
、

た
だ
今
、工
事
が
最
盛
期

事
が
最
盛
期 
た
だ
今
、

た
だ
今
、工
事
が
最
盛
期

事
が
最
盛
期 
た
だ
今
、工
事
が
最
盛
期 

府
民
公
募
型 

安
心
・
安
全
整
備
事
業 

　
　
　
　
　
の
ね
ら
い 

丹
後
地
域
の
状
況 

府
民
公
募
型

府
民
公
募
型 

安
心
安
心
・
安
全
整
備
事
業

安
全
整
備
事
業 

府
民
公
募
型

府
民
公
募
型 

安
心
安
心
・
安
全
整
備
事
業

安
全
整
備
事
業 

府
民
公
募
型 

安
心
・
安
全
整
備
事
業 

大好評 大好評 

京丹後市内 
での実施例 
京丹後市内 
での実施例 

京都府の 
ひろば 

　平成20年9月号から、京
都府で取り組まれています
市民生活にかかわる事業な
どについてご紹介しています。 

平成21年度 
有害鳥獣捕獲実績 
〈中間報告〉 

シ
カ
は
過
去
最
多 

を
捕
獲 

9
3
8
頭
 

被害対策の実施 イノシシ・シカの 
広域捕獲を実施します 

効
果
的

効
果
的
な
鳥
獣
対
策

鳥
獣
対
策
に
取
り
組
み
ま
す 

効
果
的

効
果
的
な
鳥
獣
対
策

鳥
獣
対
策
に
取
り
組
み
ま
す 

効
果
的
な
鳥
獣
対
策
に
取
り
組
み
ま
す 
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職  

員  

給  

与 

職  

員  

給  

与 

（平成21年4月1日現在） 

表1　京丹後市職員の平均給料月額、 
　　　平均給与月額および平均年齢の状況 

一般行政職 
技能労務職 
消　防　職 

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 
32万2,700円 
29万7,900円 
28万6,700円 

39万4,400円 
31万6,200円 
35万9,830円 

44歳 2月 
48歳6月 
40歳0月 

表3　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 

10年以上 
　15年未満 

15年以上 
　20年未満 

20年以上 
　25年未満 

一　般 
行政職 

行政職 
（一） 

京丹後市 

区　分 

国 

大学卒 

経験年数 

大学卒 
高校卒 

高校卒 

26万　224円 
20万7,696円 
28万4,695円 
23万9,721円 

26万1,864円 
30万1,779円 

34万　866円 
28万5,143円 

29万4,630円 
34万　195円 

39万　868円 
33万4,615円 

（平成21年4月1日現在） 

表4　一般行政職の級別職員数の状況 

区　分 

標準的な 
職務内容 

職員数 
構成比 

主事、技師 主 任 

1級 2級 3級 4級 5級 6級 計 

部 長 課長補佐、 
主査 

課長、 
市民局長、 
主幹 

7人 14人 255人 81人 53人 12人 422人 
1.7％ 3.3％ 60.4％ 19.2％ 12.6％ 2.8％ 100.0％ 

（平成21年4月1日現在） 

表5の1　職員手当の状況 （平成22年1月1日現在） 

京丹後市 国 

期　末 勤　勉 
６月期 
12月期 
計 

1.25月分 
1.50月分 
2.75月分 

0.70月分 
0.70月分 
1.40月分 

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり 

期　末 勤　勉 
６月期 
12月期 
計 

1.25月分 
1.50月分 
2.75月分 

0.70月分 
0.70月分 
1.40月分 

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり 

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 
勤続20年 
勤続25年 
勤続30年 
勤続35年 

23.50月分 
33.50月分 
41.50月分 
47.50月分 

30.55月分 
41.34月分 
50.70月分 
59.28月分 

最高限度 59.28月分 59.28月分 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特別措置あり 

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 
勤続20年 
勤続25年 
勤続30年 
勤続35年 

23.50月分 
33.50月分 
41.50月分 
47.50月分 

30.55月分 
41.34月分 
50.70月分 
59.28月分 

最高限度 59.28月分 59.28月分 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特別措置あり 

期末手当 
勤勉手当 
の支給割合 

 
（21年度） 

退職手当 
の支給割合 

 
（21年度） 

区　分 

（平成21年4月1日現在） 

通勤手当 

住居手当 

扶養手当 

区　分 内　　　　　容 
①配偶者…1万3,000円 
②配偶者以外…6,500円 

①新築・購入５年まで…2,500円 
②借家は家賃（1万2,000円以上の場合）に応じ、上限は2万7,000円 

①職員に配偶者がない場合は、そのうち1人について1万1,000円 

②自動車などの利用者（片道2km以上） 

③併用者　①+②の額（限度額 1か月5万5,000円） 

2km以上 3km未満…3,000円 
3km以上…1km増すごとに600円を3,000円に加算した額 
最高支給限度額…2万4,500円 

①交通機関などの利用者 
６か月を超えない最長期間の定期代（限度額 1か月5万5,000円） 

②満15歳に達する日後の最初の4月1日から満22歳に達する日
　以後の最初の3月31日までの間にある子1人につき、5,000円
　を加算 

表5の2　職員手当の状況 

表2　職員の初任給の状況 

一般行政職 

区　　分 京丹後市 国 
大 学 卒 
高 校 卒 

17万2,200円 
14万　100円 14万　100円 

17万2,200円 

（平成21年4月1日現在） 

図1　一般会計職員給与費の状況 

合計 
43億642万円 
職員数727人 

期末、期末、勤勉手当 
10億9,776万円 
（25.5％） 

期末、勤勉手当 
10億9,776万円 
（25.5％） 

その他の手当 
4億9,266万円 
（11.4％） 

給　料 
27億1,600万円 
（63.1％） 

給　料 
27億1,600万円 
（63.1％） 

　
地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
地
方
公
務
員
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
給
与
制
度

と
そ
の
運
用
が
図
ら
れ
、
適
正
な
給
与
水
準
を
維
持
し
、
加
え
て
、
地
方

公
務
員
の
給
与
が
地
域
住
民
の
租
税
負
担
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
納
得
と
支
持
が
得
ら
れ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
適
正
な
給
与
制
度
お
よ
び

そ
の
運
用
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、「
平
成
二
十
一
年
度
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
な
ど
を

も
と
に
、
本
市
の
職
員
給
与
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。 

　
こ
こ
で
公
表
す
る
給
与
な
ど
は
、
す
べ
て
税
や
保
険
料
な
ど
を
差
し
引

く
前
の
額
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
手
取
り
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　 　
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
出
総
額
三
百
億
八
千
七
百

四
十
八
万
円
で
、
こ
の
う
ち
人
件

費
が
六
十
億
一
千
四
十
五
万
円
と

歳
出
の
二
〇
・
〇
㌫
を
占
め
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
人
件
費
に
は
、
職
員
の
給

与
の
ほ
か
に
市
長
な
ど
の
常
勤
特

別
職
、
市
議
会
議
員
・
各
種
委
員

会
委
員
な
ど
非
常
勤
特
別
職
に
支

払
わ
れ
る
給
料
・
報
酬
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。 

   

　 　
図
１
は
、
平
成
二
十
一
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た

職
員
給
与
費
の
状
況
で
す
。 

　
職
員
数
は
、
特
別
職
を
除
く
七

百
二
十
七
人
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
給
与
の
総
額
は
四
十
三
億
六

百
四
十
二
万
円
で
、
一
人
当
た
り

五
百
九
十
二
万
円
に
な
り
ま
す
。 

　
そ
の
他
の
手
当
と
は
、
扶
養
・

通
勤
・
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
で
、

退
職
手
当
は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
。 

    

　
表
１
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
現
在
の
一
般
行
政
職
、
技
能

労
務
職
お
よ
び
消
防
職
の
平
均
給

料
月
額
お
よ
び
平
均
年
齢
の
状
況

で
す
。 

　
一
般
行
政
職
と
は
、
職
員
の
う

ち
税
務
職
、
医
師
、
医
療
技
術
職
、

看
護
師
、
消
防
職
、
企
業
職
、
保

健
師
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、

技
能
労
務
職
な
ど
の
職
種
を
除
い

た
も
の
を
い
い
、
技
能
労
務
職
と

は
調
理
員
、
作
業
員
、
運
転
手
な

ど
を
い
い
ま
す
。 

　
な
お
、
平
均
給
与
月
額
に
は
給

料
お
よ
び
扶
養
・
通
勤
・
住
居
手

当
等
を
含
み
ま
す
。
給
料
と
は
本

俸
（
基
本
給
）
の
こ
と
で
す
。 

    

　
表
２
は
、
職
員
の
初
任
給
の
状

況
を
表
し
た
も
の
で
す
。 

　
一
般
行
政
職
の
学
歴
別
初
任
給

を
国
家
公
務
員
と
比
べ
て
み
ま
す

と
同
じ
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

就
職
前
に
職
歴
な
ど
が
あ
る
場
合

に
は
、
こ
れ
に
よ
ら
ず
そ
の
経
歴

と
実
情
に
配
慮
し
て
決
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
国
家
公
務
員
と
比
較
し

た
市
職
員
の
経
験
年
数
別
・
学
歴

別
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
表
３

の
と
お
り
で
す
。 

 

    

　
市
の
一
般
行
政
職
の
給
料
表
は
、

国
家
公
務
員
に
適
用
さ
れ
て
い
る

行
政
職
俸
給
表
（
一
）
に
準
じ
、

一
〜
六
級
ま
で
に
区
分
し
て
い
ま

す
。 

　
表
４
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
現
在
の
該
当
す
る
職
員
四
百

二
十
二
人
の
級
別
職
員
数
と
標
準

的
な
職
務
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。 

   

　
職
員
手
当
の
状
況
は
、
表
５
の

１
・
表
５
の
２
に
示
す
と
お
り
で

す
。 

　
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
は
年
間

四
・
一
五
か
月
分
で
国
家
公
務
員

と
同
じ
で
す
。 

　
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
は
国
の

制
度
と
同
じ
で
す
が
、
通
勤
手
当

に
つ
い
て
は
、
通
勤
距
離
区
間
を

細
か
く
分
け
て
い
ま
す
。 

　
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
国
の

場
合
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
京
丹
後
市
は
、
府
内
七
市
十

一
町
村
十
四
組
合
で
組
織
し
て
い

る
京
都
府
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
に
加
入
し
て
お
り
、
こ
の
組

合
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

職
員
手
当
の
状
況 

初
任
給
と 

経
験
年
数
別
給
料 

平
均
給
料
月
額
、 

平
均
給
与
月
額
お
よ
び 

　
　
平
均
年
齢
の
状
況 

職員給与のあらまし 職員給与のあらまし 

人
件
費
の
状
況 

一
般
会
計
職
員 

  

給
与
費
の
状
況 

一
般
行
政
職
の 

　  

級
別
職
員
数 
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◎参考ホームページ 
　○総務省のホームページアドレス 
　　地方公共団体の定員･給与の状況　　　 http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/teiin-kyuuyo.html 
　　地方公共団体給与情報等公表システム　http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/j-k_system/index.html 
　○京都府ホームページアドレス 
　　京都府市町村の給与・定員管理の状況　http://www.pref.kyoto.jp/tiho/kyuyo.html 
　　京都府の人事行政の運営等について　　http://www.pref.kyoto.jp/jinji/unei.html 
　○京丹後市ホームページアドレス 
　　人事行政　http://www.city.kyotango.kyoto.jp/shisei/shisei/jinjigyosei/index.html

（地方公共団体定員管理調査、ただし、教育長を除きます） 

議　会 
総　務 
税　務 
民　生 
衛　生 
労　働 
農林水産 
商　工 
土　木 
小　計 
教　育 
消　防 
小　計 
病　院 
水　道 
下水道 
その他 
小　計 

合　　計 

一般行政 
部　　門 

特別行政 
部　　門 

公営企業等 
会計部門 

職員数（人） 対前年増減数数（人） 
平成19年 平成20年 平成21年 平成19年 平成20年 平成21年 

5
130
31
218
58

55
29
35
561
120
94
214
312
27
16
31
386
1,161

5
119
31
204
53

－ － 
54
28
35
529
111
93
204
313
22
20
29
384
1,117

5
131
26
202
51
3
44
24
33
519
103
94
197
312
23
18
22
375
1,091

0
2

△ 2
△16
△4
－ 
△4
△2
△3
△29
△9
△2
△11
△1
1

△5
△2
△7
△47

0
△11
0

△14
△5
－ 
△1
△1
0

△32
△9
△1
△10
1

△5
4

△2
△2
△44

0
12
△5
△2
△2
3

△10
△4
△2
△10
△8
1

△7
△1
1

△2
△7
△9
△26

区　分 
部　門 

表7　部門別職員数の推移 

（医療職給料表適用職員を除く計画です） 

（各年度とも4月1日現在） 

17年度 
（計画年） 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 

21年度 
実績 

一般行政 
部　門 

特別行政 
部　門 

一般・特別 
合　計 

公営企業 
等部門 

合　計 

職員数 
対17年度増減 
職員数 

対17年度増減 
職員数 

対17年度増減 
職員数 

対17年度増減 
職員数 

対17年度増減 

620
－ 
229
ー 
849
－ 
98
－ 
947
－ 

590
△30
225
△4
815
△34
97
△1
912
△35

561
△59
214
△15
775
△74
90
△8
865
△82

529
△91
204
△25
733
△116
87

△11
820
△127

513
△107
197
△32
710

△139
86

△12
796

△151

499
△121
190
△39
689

△160
86

△12
775

△172

519
△101
197
△32
716

△133
79

△19
795

△152

区　分 
年　度 

表8　定員適正化計画と進ちょく状況 

（平成22年1月1日現在） 表6　特別職の報酬などの状況 

期末手当 

74万8,000円 
63万 9,000円 
57万 6,000円 
42万 7,500円 
38万円 
36万1,000円 

区　分 

市　長 
副市長 
教育長 
議　長 
副議長 
議　員 

給
　
料 

報
　
酬 

6月期 1.40月分 
12月期 1.70月分 
計 3.10月分 
（注）加算措置あり 

給料など月額 (条例 )
※Ｈ21年度は減額措置を実施 

   

　
特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
状
況
は
、

表
６
の
と
お
り
で
す
。
市
長
や
市

議
会
議
員
な
ど
特
別
職
の
報
酬
は
、

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
審
議
を

経
た
う
え
、
市
議
会
の
議
決
を
得

て
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

　 

 

　
部
門
別
職
員
数
は
、
表
７
の
と

お
り
で
す
。 

　
職
員
数
は
、
一
般
職
に
属
す
る

職
員
数
で
あ
り
、
市
職
員
の
身
分

を
保
有
す
る
休
職
者
を
含
み
、
派

遣
職
員
、
臨
時
職
員
、
非
常
勤
職

員
を
除
い
て
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
現
在

の
総
職
員
数
は
千
九
十
一
人
で
、

前
年
と
比
べ
る
と
二
十
六
人
減
っ

て
い
ま
す
。 

    

　
定
員
適
正
化
計
画
と
進
ち
ょ
く

況
は
表
８
の
と
お
り
で
す
。 

　
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
が

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
、

一
般
会
計
の
総
人
件
費
が
市
税
収

入
を
超
え
な
い
こ
と
を
目
標
と
し

た
定
員
適
正
化
計
画
（
平
成
十
八

年
か
ら
平
成
二
十
二
年
の
五
年
間
）

を
策
定
し
、
適
正
な
定
員
管
理
の

一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
誌
上
経
営
セ

ミ
ナ
ー
担
当
の
吉
田
俊
也
で
す
。
今
日
も

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご
一
緒
に
勉
強
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

　
前
号
で
は
資
金
調
達
に
つ
い
て
勉
強
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
事
業
計
画
書
は
お

金
を
返
せ
る
と
い
う
『
証
拠
』
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
が
、「
事

業
計
画
書
」
と
い
う
名
前
の
付
い
た
も
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
な
証
拠
に

な
る
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
業
計
画
書
の
「
内
容
」
に
よ
り
、
証
拠

能
力
の
高
さ
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

今
回
は
ど
の
よ
う
な
事
業
計
画
書
が
高
く

評
価
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

次
の
三
つ
の
項
目
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。 

①
お
金
の
使
い
道
と
そ
の
効
果
が 

　
明
確
で
あ
る
こ
と 

 

お
金
を
貸
す
側
に
と
っ
て
「
貸
し
た
お

金
が
返
っ
て
く
る
」
こ
と
が
最
も
重
要
で

あ
る
こ
と
は
前
回
も
お
伝
え
し
た
と
お
り

で
す
。
借
り
た
お
金
に
は
利
息
を
付
け
て

返
す
の
が
一
般
的
で
す
の
で
、
借
り
た
お

金
を
返
す
た
め
に
は
、
そ
の
お
金
を
上
手

に
使
っ
て
、
元
の
金
額
よ
り
も
大
き
く
増

や
せ
な
い
と
返
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
の
で
、
そ
の
お
金
の
使
い
道
は
何
な

の
か
、
そ
の
使
い
道
で
ち
ゃ
ん
と
増
や
せ

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
貸
し
手
が
気
に

す
る
の
は
当
然
で
す
。 

　
こ
の
場
合
、
貸
し
手
が
借
り
手
の
事
業

に
つ
い
て
よ
く
精
通
し
て
い
て
、「
○
○
に

使
い
ま
す
」
と
さ
え
言
え
ば
理
解
し
て
く

れ
る
よ
う
な
人
な
ら
い
い
の
で
す
が
、
通

常
は
貸
し
手
と
い
う
の
は
借
り
手
の
事
業

の
こ
と
を
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
と
す
れ
ば
、

そ
の
使
い
道
と
効
果
を
「
事
業
の
こ
と
を
あ

ま
り
知
ら
な
い
人
に
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
」

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、

事
業
計
画
に
こ
の
こ
と
（
お
金
の
使
い
道
と

効
果
）
が
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
と
、

評
価
が
高
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。 

②
実
現
可
能
性
が
高
い
こ
と 

　
今
あ
な
た
の
目
の
前
に
他
者
の
事
業
計
画

書
が
あ
り
、
そ
の
内
容
に
「
こ
れ
は
非
常
に

儲
か
る
事
業
で
す
」
と
書
い
て
あ
っ
た
ら
、

あ
な
た
は
そ
れ
だ
け
で
お
金
を
貸
す
で
し
ょ

う
か
？
お
そ
ら
く
「
そ
れ
だ
け
で
は
判
断
で

き
な
い
」
と
い
う
か
た
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
場
合
、「
計
画
の

実
現
可
能
性
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
か
ら
判

断
で
き
な
い
の
で
す
。
仮
に
い
く
ら
魅
力
的

な
計
画
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
実

現
さ
れ
な
け
れ
ば
お
金
は
増
え
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
計
画
の
実
現
可
能
性
は
事
業
計
画
の

評
価
を
左
右
す
る
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。 

　
借
り
手
の
事
業
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
詳
し

く
な
い
貸
し
手
が
こ
の
実
現
可
能
性
を
判
断

す
る
と
き
に
着
眼
す
る
の
は
、「
計
画
が
具

体
的
で
あ
る
か
ど
う
か
」
で
す
。
つ
ま
り
、

「
だ
れ
が
」「
何
を
」「
だ
れ
に
」「
い
つ
」「
ど

こ
で
」
売
る
の
か
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で

具
体
化
さ
れ
て
い
れ
ば
実
現
可
能
性
が
高
い

と
判
断
さ
れ
、
逆
に
、
単
に
数
字
を
並
べ
た

だ
け
で
、
そ
れ
を
裏
打
ち
す
る
よ
う
な
組
織

計
画
や
販
売
計
画
、
仕
入
・
生
産
計
画
な
ど

が
一
切
な
け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
実
現
可
能
性

は
低
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

事
業
計
画
は
「
数
値
」
と
「
行
動
」
の
両

面
で
計
画
化
し
て
初
め
て
高
い
評
価
を
得

ら
れ
る
の
で
す
。 

③
課
題
と
そ
の
解
決
策
が
明
快
で
あ
る
こ
と 

　
あ
る
目
標
に
向
か
う
と
き
に
ど
う
し
て

も
出
て
く
る
の
が
「
経
営
課
題
」
と
呼
ば

れ
る
障
害
で
す
。
良
い
製
品
を
作
っ
た
と

し
て
も
同
じ
水
準
の
製
品
を
供
給
す
る
競

合
他
社
が
い
れ
ば
思
っ
た
よ
う
に
は
売
れ

ま
せ
ん
し
、
良
い
商
品
を
仕
入
れ
て
も
そ

の
販
路
が
少
な
け
れ
ば
や
は
り
売
り
上
げ

は
伸
び
悩
み
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な

経
営
課
題
を
事
前
に
把
握
し
、
ま
た
そ
の

課
題
に
対
す
る
適
切
な
対
策
が
想
定
さ
れ

て
い
れ
ば
、
前
述
の
実
現
可
能
性
は
ぐ
っ

と
高
ま
り
ま
す
。
競
合
と
ど
う
向
き
合
う

の
か
、
ど
う
販
路
開
拓
す
る
の
か
な
ど
、

自
社
の
課
題
を
理
解
し
そ
れ
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
計
画
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
当
然

そ
の
評
価
は
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
事
業
計
画

は
そ
の
質
が
大
い
に
問
わ
れ
る
こ
と
が
お

わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
と
す

れ
ば
、
や
は
り
事
業
計
画
策
定
は
人
任
せ

に
せ
ず
、
ご
自
身
の
想
い
を
し
っ
か
り
記

す
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

仮
に
だ
れ
か
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
た

と
し
て
も
、
自
分
で
す
べ
て
説
明
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
く
の
が
最
低
ラ
イ
ン
で
す
。

ぜ
ひ
「
質
の
高
い
計
画
」
を
め
ざ
し
て
、

事
業
計
画
書
に
魂
を
込
め
て
く
だ
さ
い
ね
。 

特
別
職
の
報
酬 

部
門
別
職
員
数 

定
員
適
正
化
計
画
と 

進
ち
ょ
く
状
況 

〈
其
の
五  

計
画
の
評
価
〉 

「
事
業
計
画
を
つ
く
ろ
う
」 

 「
事
業
計
画
を
つ
く
ろ
う
」 

 

講
師 

・ 

吉
田
俊
也
さ
ん 

事
業
者
の
み
な
さ
ん
を
支
援
し
ま
す 

経
営
セ
ミ
ナ
ー

経
営
セ
ミ
ナ
ー 

経
営
セ
ミ
ナ
ー

経
営
セ
ミ
ナ
ー 

経
営
セ
ミ
ナ
ー 

誌
上 

第
十
回 
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　医学は日々進歩し続けていますが、人工的に血液を

つくる方法はまだ確立されていません。輸血が必要な

手術は、今も昔も、多くのかたからの献血によって支

えられているのです。 

　京都府下でも、輸血を伴う手術が多数行われていま

す。輸血用の血液をいつでも十分に確保しておくため

には、絶えずだれかの献血が必要となります。 

　また、「急性リンパ性白血病」などの難病を患うか

たも、輸血を受け、闘病生活を乗り越えています。 

　あなたの時間と、他人を思いやる優しさを、ほんの

少しだけ分けてください。あなたの優しさと勇気が、

だれかの命をつなぐことになるのです。 

　献血者の約80％は 50歳未満のかたで、輸血用血液

製剤の約85％は50歳以上のかたに使用されています。 

　医療を支えるには若い力が必要不可欠。みんなで力

を合わせて少子高齢化を乗り切りましょう。 

　　　　　　　　　　　　（資料提供：日本赤十字社） 

京都市内の献血ルームや、京丹後市内の各地域を巡回
している献血車で、ご協力をお願いします。全血献血
の場合、受け付けから約40分で終わります。 
安全性の高い血液を患者さんに届けるため、献血時に
運転免許証、健康保険証、学生証などの身分証明書を
提示していただいています。ご協力お願いします。 
採血に使用する採血針などの器具は減菌済みの新品です。
どれも使い捨てですので、献血が原因で細菌などに感
染する心配はまったくありません。 
また、提供いただいた血液の成分検査結果を、後日ご
自宅に送付します。健康管理にお役立てください。 

今年成人を迎えるみなさん。あなたのチャレンジが、だれかの命をつなぎます。 

　厚生労働省による高齢者の虐待に関する調査（平成20年度）の結果では、虐待を受けた高齢者の約７
割が介護の必要なかた（要介護認定者）という結果でした。また、そのうちの８割のかたには、何らかの
認知症状が認められました。 
　認知症や高齢者の介護や世話が大きな負担になることも、虐待の要因になっています。 

　高齢者が尊厳をもって暮らせるように、また、高齢者を支える養護者を支援するため、「高齢者の虐待防
止法（高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律）」が策定され、平成18年 4月1日
から施行されています。 
　京丹後市においても、行政や民間団体などで構成する「高齢者虐待防止ネットワーク」を昨年11月に設
立しており、虐待の防止と早期発見、高齢者や養護者への支援の強化を図ります。 

　高齢者への虐待は、家庭における養護者または施設などの職員による次の行為をいい、大きく５つに区
分されます。（高齢者の虐待防止法より） 

経済的虐経済的虐待 経済的虐経済的虐待 経済的虐待 

性 的 虐性 的 虐 待 性 的 虐性 的 虐 待 性 的 虐 待 

認知症は病気の一つです。また、だれもがかかりうる病気です。 

治療の可能性や対応の仕方によって、症状が改善することもあります。一人で悩まず、 

地域包括支援センターなどの相談窓口（次ページ参照）へご相談ください。 

　高齢者の虐待防止法では、「虐待の発見者は、市へ通報するよう努めなければな
らない」とされています。 
　通報の秘密は守られますので、高齢者への虐待に気づいた場合やその疑いがある
場合は、京丹後市地域包括支援センター（各分室）へご連絡ください。 

相談窓口 
京丹後市地域包括支援センター 

京丹後市地域包括支援センター　大宮分室 

京丹後市地域包括支援センター　網野分室 

京丹後市地域包括支援センター　丹後分室 

京丹後市地域包括支援センター　弥栄分室 

京丹後市地域包括支援センター　久美浜分室 

〈福祉事務所内〉 蕁69-0330

〈大宮庁舎内〉 蕁69-0712

〈網野庁舎内〉 蕁69-0713

〈丹後庁舎内〉 蕁69-0714

〈弥栄庁舎内〉 蕁69-0715

〈久美浜庁舎内〉 蕁69-0716

在宅介護支援センターはごろも苑 

おおみや苑在宅介護支援センター 

丹後園在宅介護支援センター 

在宅介護支援センターいちがお園 

佐濃在宅介護支援センター 

〈はごろも苑内（峰山町長岡）〉 

〈おおみや苑内（大宮町口大野）〉 

〈丹後園内（網野町木津）〉 

〈いちがお園内（丹後町岩木）〉 

〈佐濃デイサービスセンター内（久美浜町竹藤）〉 

蕁62-7001

蕁68-1530

蕁74-0174

蕁75-2500

蕁84-9033

地域包括支援センター 

　地域の高齢者のかたの総合的な相談窓口となり、
必要なサービスや制度につなげます。 

養護を著しく怠ること 養護を著しく怠ること 養護を著しく怠ること （介護・世話の放棄、放任） 

だれもが住み慣れた地域で 
安心して暮らせるまちづくりを築きましょう 
だれもが住み慣れた地域で 
安心して暮らせるまちづくりを築きましょう 

虐待に気づいたら 虐待に気づいたら ■■■■ 
■■■■ 
■■■■ 
■■ 

心理的虐心理的虐待 心理的虐心理的虐待 心理的虐待 （著しい心理的外傷を与える言動） 

悩んでいませんか 悩んでいませんか ■■■■ 
■■■■ 
■■■■ 
■■ 

高齢者虐待って 高齢者虐待って ■■■■ 
■■■■ 
■■■■ 
■■ 

介護の負担をできるだけ少なくすることが、ポイントの１つになります。 

深刻になる前に、まずは地域包括支援センターなどの相談窓口（次ページ参照）へご相談ください。 

身体的虐身体的虐待 身体的虐身体的虐待 身体的虐待 （ 暴 行 ） 

懲罰的に下半身を裸にして放置する　など 

ベッドにしばりつける、意図的に薬を過剰に与える 
たたく、つねる、殴る、蹴る、やけどを負わせる など 本人の不動産・年金・預貯金などを本人の意思 

・利益に反して使用する　など 

必要な金銭を渡さない、使わせない 

子ども扱いする、怒鳴る、ののしる、悪口を言う 
排泄などの失敗に対して恥をかかせる　など 

髪が伸び放題だったり皮膚が汚れたままにある 
空腹・脱水・低栄養状態のままにする 
おむつなどを放置する、劣悪な状態や住環境の中に 
放置する　など 

…
…
…
… 

1月、2月は 
『はたちの献血』キャンペーン期間です 
1月、2月は 
『はたちの献血』キャンペーン期間です 
1月、2月は 
『はたちの献血』キャンペーン期間です 

献血は愛です 

はじめて献血をされるかたへ 

～だれもが尊厳をもって暮らせるために～ ～だれもが尊厳をもって暮らせるために～ 

高齢者への虐待を防ごう 高齢者への虐待を防ごう 

??

??



　ご意見箱へお寄せいただくご
意見には、お名前などの個人が
特定できる部分やプライバシー
に関わる部分を除き、すべてお
答えすることとし、お名前や連
絡先をご記入いただいているか
たにつきましては、直接お答え
もさせていただいています。一
方、お名前や住所などの連絡先
の記入のないものにつきまして
は、市のホームページおよび広
報紙でお答えすることとしてい
ます。 
　ホームページには、個人情報
に関するものを除き、随時掲載
していますが、広報紙は月に１
回の発行であり、どうしてもお
答えを掲載するのに時間がかか
ってしまいます。また、広報紙
では紙面が限られているためご
意見やお答えを一部割愛して掲
載することとなります。 
　これまで、お名前や連絡先な
どが記されていたご意見では、
ご意見の内容を確認させていた
だき、できる限り正確でていね
いな回答をお返しするように努
めています。お名前や連絡先な
どが記されていないご意見につ
きましては、再質問的に何度も
いただいているご意見もありま
す。正確な回答をできるだけ速
やかにお返しするために、住所
をはじめ、お名前・連絡先など
をぜひご記入ください。 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

平成22年2月 平成22年2月 

ご  

意  

見  

箱 

ご  

意  

見  

箱 
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好評をいただいた「エスペランサ」によるトーク＆コンサート 

風光明びな久美浜湾 

　 

  

　
わ
た
し
の
子
ど
も
は
、
自
宅
か
ら
久
美

浜
中
学
校
ま
で
六
キ
ロ
を
自
転
車
で
通
学

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
雪
道
で
、
友
達
と

一
緒
に
こ
け
て
、
自
動
車
に
ぶ
つ
か
り
か

け
た
そ
う
で
す
。
対
向
車
が
な
く
大
事
に

は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
も
雪

道
が
不
安
で
す
。 

　
学
校
が
冬
時
間
と
な
る
時
期
か
ら
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
・
女
性
】 

     

　
市
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
国
の
基
準
に

準
じ
て
、
小
学
校
に
あ
っ
て
は
お
お
む
ね

四
キ
ロ
以
内
、
中
学
校
に
あ
っ
て
は
お
お

む
ね
六
キ
ロ
以
内
は
徒
歩
通
学
お
よ
び
自

転
車
通
学
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
超
え

る
通
学
距
離
の
児
童
・
生
徒
に
は
、
通
学

支
援
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
配
置
、
路

線
バ
ス
に
よ
る
通
学
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
内
で
あ
っ
て

も
道
路
事
情
、
安
全
面
な
ど
を
考
慮
し
、

支
援
を
行
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

該
当
の
久
美
浜
中
学
校
に
お
い
て
は
、
湊

方
面
と
田
村
方
面
の
二
台
を
配
置
し
運
行

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
六
キ
ロ
以
上
で

自
転
車
通
学
さ
れ
て
お
ら
れ
る
場
合
は
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
早
急
に
対
応
し
た
い

と
考
え
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
学
校
教
育
課
】 

     

　
十
一
月
二
十
九
日
に
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

大
宮
で
開
催
さ
れ
た
「
人
権
市
民
の
つ
ど

い
二
〇
〇
九
」
に
参
加
し
ま
し
た
。 

　
第
一
部
の
「
中
学
生
の
人
権
に
対
す
る

文
章
」
は
す
て
き
で
し
た
。
内
容
は
す
ば

ら
し
い
も
の
で
し
た
が
、
発
言
の
仕
方
・

声
の
大
き
さ
・
相
手
に
聞
か
せ
る
話
し
方

は
少
し
惜
し
い
部
分
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

次
年
度
は
「
人
に
聞
か
せ
る
話
し
方
」
を

期
待
し
ま
す
。
全
体
は
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
第
二
部
の
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
」
ト
ー
ク

＆
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
す
ば
ら
し
い
内
容
と

心
打
た
れ
る
ト
ー
ク
・
演
奏
に
感
激
し
、

私
の
人
生
観
も
影
響
を
受
け
ま
し
た
。「
生

き
る
・
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
」
す
て
き
な

時
間
で
し
た
。
出
演
者
の
奥
田
勝
彦
・
良

子
夫
妻
に
感
銘
を
受
け
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
催
し
は
「
地
道
に
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
事
」
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
の
各
自
治
会
の
「
福
祉
委
員
」

「
民
生
委
員
」
の
か
た
に
と
っ
て
も
有
意
義

な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
行
政

も
参
加
依
頼
な
ど
の
指
導
指
示
を
し
な
か

っ
た
の
は
、
来
年
度
へ
の
反
省
材
料
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
会
場
い
っ
ぱ
い

に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
主
催
者

の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
・
男
性
】 

 

    

　「
人
権
市
民
の
つ
ど
い
二
〇
〇
九
」
に
ご

参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に

親
し
み
や
す
い
雰
囲
気
の
中
で
人
権
問
題

に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、

毎
年
十
二
月
の
人
権
週
間
の
前
後
に
「
人

権
市
民
の
つ
ど
い
」
と
称
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関

わ
る
講
師
に
よ
る
講
演
会
や
人
権
作
文
の

朗
読
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

　
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、

チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
お
よ
び
市
内
の
全
中

学
生
へ
の
配
布
、
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
お

し
ら
せ
版
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

防
災
行
政
無
線
や
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
の
放
送
、

京
丹
後
市
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
加
盟
団

体
へ
の
参
加
協
力
依
頼
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
当
日
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
研
究

大
会
な
ど
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ご
指
摘
の
と
お

り
参
加
者
は
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
多
目

的
ホ
ー
ル
の
定
員
二
百
五
十
人
に
対
し
、

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て
約
百
四
十
人
と
や
や

寂
し
い
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
第
一
部
の
中
学
生
人
権
作
文
の
朗
読
は
、

参
加
さ
れ
た
か
た
に
た
い
へ
ん
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、「
人
に
聞
か
せ
る

話
し
方
」
に
つ
き
ま
し
て
は
優
秀
作
品
の

決
定
か
ら
開
催
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
関
係
か
ら
、
あ
ま
り
期
間
が
と
れ
ず
十

分
な
練
習
を
し
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
こ

と
が
原
因
で
あ
り
、
朗
読
者
の
か
た
に
は

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。 

　
第
二
部
の
講
師
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
」
の

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
も
、
心
打
た
れ
る

ト
ー
ク
と
美
し
い
演
奏
が
た
い
へ
ん
好
評

で
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
か
た
の
心
に
長
く

残
る
講
演
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　「
人
権
」
と
い
う
難
し
い
テ
ー
マ
で
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
者
層
を

大
き
く
広
げ
て
い
く
の
は
な
か
な
か
困
難

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
提
言
の
と
お
り
、

市
で
は
今
後
も
参
加
者
の
か
た
に
「
来
て

よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
充
実
し
た
内
容
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

な
が
ら
継
続
し
て
い
き
、
人
権
尊
重
の
思

想
を
地
道
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

少
し
で
も
多
く
の
か
た
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
周
知
・
広
報
の
方
法
に
つ
い

て
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

来
年
度
以
降
の
ご
参
加
に
つ
き
ま
し
て
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
民
課
】  

     

　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ッ
プ
を
見
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
自
分
の
住
ん
で
い

る
自
然
の
美
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
他
地
域
か
ら
来
ら
れ
る
お
客
さ
ん
に
、「
ほ

ん
ま
、
久
美
浜
っ
て
、
え
え
と
こ
や
な
あ
」

と
言
わ
れ
、『
住
ん
で
い
る
と
、
そ
う
で
も

な
い
で
す
が
』
な
ん
て
応
え
て
い
た
自
分

が
情
け
な
く
感
じ
ま
す
。 

　
そ
う
い
っ
た
お
客
さ
ん
と
の
会
話
の
中
で
、

久
美
浜
湾
で
見
ら
れ
る
水
上
バ
イ
ク
の
騒

音
と
不
法
係
留
す
る
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の

見
苦
し
さ
に
つ
い
て
よ
く
指
摘
さ
れ
ま
す
。 

　
観
光
に
力
を
入
れ
て
の
市
政
だ
と
思
い

ま
す
が
、
久
美
浜
湾
の
現
状
は
、
ど
の
よ

う
に
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
対
処
さ
れ
て
い
ま
す
か
。 

　
他
地
域
か
ら
、
風
光
明
び
な
久
美
浜
に

観
光
に
訪
れ
る
か
た
の
た
め
に
も
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
・
男
性
】 

     

　
平
成
二
十
年
十
二
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
と
し
て
認
定
さ
れ
た
「
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
一
部
で
あ
る
久
美
浜
湾
は
、

風
光
明
び
な
景
観
と
と
も
に
、
カ
キ
の
養

殖
を
は
じ
め
、
カ
ヌ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
場
の

設
置
や
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会
の

開
催
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
地
域
に
根
づ
い

た
湾
で
あ
り
ま
す
。 

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
水
上
バ
イ
ク
の
騒

音
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
不
法
係
留
に
よ
り
、

り
、
環
境
被
害
や
景
観
が
損
な
わ
れ
て
い

る
な
ど
の
ご
意
見
も
多
数
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

　
市
で
は
、
現
状
を
重
く
受
け
止
め
、
水

上
バ
イ
ク
に
つ
い
て
の
迷
惑
行
為
に
対
し

て
は
、
船
舶
職
員
お
よ
び
小
型
船
舶
操
縦

者
法
な
ど
で
取
り
締
り
が
可
能
で
す
の
で
、

警
察
な
ど
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
水

上
バ
イ
ク
の
利
用
上
の
規
制
（
取
り
締
り
）

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
不
法
係
留
の
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
港
湾
法
に
基

づ
い
た
港
湾
施
設
の
使
用
是
正
や
放
置
艇

禁
止
区
域
の
指
定
な
ど
の
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
港
湾
区
域
の
管

理
者
で
あ
る
京
都
府
を
は
じ
め
漁
業
協
同

組
合
な
ど
関
係
者
と
調
整
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
美
し
い
久
美
浜
湾
お
よ
び
日
本
海
の
環

境
を
守
り
、
次
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
は
、
わ
た
し
た
ち
み
ん
な
の
務
め
だ
と

思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
建
設
部
　
管
理
課
】 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な
ど

を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

久
美
浜
湾
の
現
状
に
つ
い
て 

冬
季
に
お
け
る 

自
転
車
通
学
に
つ
い
て 

「
人
権
市
民
の
つ
ど
い
」
に 

　
参
加
し
て 

京
都
府
な
ど
の
関
係
者
と 

協
力
・
調
整
を
図
り
な
が
ら 

久
美
浜
湾
を
守
っ
て
い
き
ま
す 

今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
に 

親
し
み
や
す
い
人
権
学
習
と 

な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
配
置
、
路
線 

バ
ス
に
よ
る
通
学
な
ど
の
支
援 

を
行
っ
て
い
ま
す 

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 
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奈
具
岡（
な
ぐ
お
か
）北
一
号
墳

は
、国
営
農
地
開
発
事
業
に
先
立

つ
平
成
八
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
、

五
世
紀
前
半
の
古
墳
で
す
。
古
墳

は
、発
掘
調
査
終
了
後
に
消
滅
し

ま
し
た
が
、水
晶
や
緑
色
凝
灰
岩

（
り
ょ
く
し
ょ
く
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん
）

製
玉
づ
く
り
工
房
跡
と
し
て
知

ら
れ
る
「
奈
具
岡
遺
跡
」
を
眼
下

に
見
下
ろ
す
丘
陵
に
、自
然
地
形

を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
報
告
書
に
よ
る
と
一
号
墳
は
、

長
さ
六
〇
㍍
、前
方
部
幅
二
六
㍍
、

高
さ
三
・
六
㍍
、後
円
部
径
二
七
㍍
、

高
さ
二
・
四
㍍
の
前
方
後
円
墳
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
段
築
、
葺

石
、
埴
輪
と
い
っ
た
外
表
施
設
は

み
ら
れ
ま
せ
ん
。 

　
埋
葬
施
設
は
、後
円
部
の
中
央

か
ら
二
つ
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
中

心
埋
葬
の
第
一
主
体
部
は
、長
さ
五
・

八
㍍
、幅
二
・一
㍍
の
墓
穴
の
中
に
、

長
さ
三
・
九
五
㍍
、幅
〇
・
七
五
〜

〇
・
四
六
㍍
の
組
合
式
の
箱
形
木

棺
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
木

棺
の
中
は
、
東
側
か
ら
一・
八
㍍
の

と
こ
ろ
ま
で
礫
（
こ
い
し
）が
敷
き

詰
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う

に
底
に
礫
を
敷
く
木
棺
は
、山
陰

地
域
に
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
丹

後
地
域
で
は
、八
坂
神
社
西
古
墳

（
丹
後
町
矢
畑
）・
溝
谷
二
号
墳（
弥

栄
町
溝
谷
）・
左
坂
（
さ
さ
か
）Ｃ

二
十
一
号
墳
（
大
宮
町
周
枳
）の
よ

う
に
、四
世
紀
か
ら
五
世
紀
前
半

の
古
墳
に
見
ら
れ
ま
す
。 

　
奈
具
岡
北
一
号
墳
を
特
徴
づ
け

る
も
は
、
第
一
主
体
部
の
木
棺
を

埋
め
戻
し
た
後
に
、
墓
穴
上
に
割

っ
た
状
態
で
お
供
え
さ
れ
た
土
器

群
で
す
。
赤
焼
き
の
う
つ
わ
で
あ

る
土
師
器
（
は
じ
き
）の
ほ
か
に
、

日
本
海
側
で
は
初
め
て
の
出
土
と

な
る
、
朝
鮮
半
島
で
焼
か
れ
た
陶

質
土
器（
と
う
し
つ
ど
き
）が
十
二

個
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
陶
質
土
器
は
、五
世
紀
以
降
に

窯
で
焼
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
須

恵
器
（
す
え
き
）の
祖
形
と
な
る

も
の
で
す
。
奈
具
岡
北
一
号
墳
か

ら
出
土
し
た
も
の
は
、そ
の
形
か
ら
、

韓
国
南
東
部
の
慶
尚
南
道
（
キ
ョ

ン
サ
ン
ナ
ム
ド
）地
域
で
生
産
さ
れ

た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
木
棺
の
中
か
ら
は
、
鉄
剣
・
鉄

鏃
（
て
つ
ぞ
く
）・
刀
子
（
と
う
す
）

の
ほ
か
、
銅
釦
（
ど
う
こ
う
）
と
呼

ば
れ
る
ボ
タ
ン
状
の
銅
製
品
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
銅
釦
は
、
中
国

製
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
木
棺

に
ふ
た
を
し
た
後
、ふ
た
の
上
に

置
か
れ
た
も
の
と
し
て
鉄
矛
（
て

つ
ほ
こ
）が
あ
り
ま
す
。
鉄
矛
は
、

木
の
棒
の
先
端
に
つ
け
た
矛
の
部

分
と
石
突
が
見
つ
か
っ
て
い
て
、
出

土
位
置
か
ら
復
元
し
た
長
さ
は
三
・

三
㍍
と
長
い
も
の
で
す
。 

　
以
上
の
よ
う
に
奈
具
岡
北
一
号

墳
は
、多
く
の
鉄
製
品
と
と
も
に
、

陶
質
土
器
や
銅
釦
と
い
っ
た
朝
鮮

半
島
や
大
陸
と
の
関
係
を
直
接

示
す
資
料
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

古
墳
か
ら
南
東
へ
二
㌔
の
と
こ
ろ

に
は
、「
新
羅
明
神
」
を
祭
る
溝

谷
神
社
が
あ
り
、関
連
性
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
す
。 

　
奈
具
岡
北
一
号
墳
出
土
品
は
、

網
野
銚
子
山
古
墳
や
神
明
山（
し

ん
め
い
や
ま
）
古
墳
よ
り
少
し
後

の
時
期
に
つ
く
ら
れ
た
、
大
陸
や

朝
鮮
半
島
と
の
つ
な
が
り
を
も
っ

た
有
力
者
の
墓
か
ら
出
土
し
た

資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る

点
が
評
価
さ
れ
、平
成
十
三
年
三

月
二
十
三
日
付
で
京
都
府
指
定

文
化
財
（
考
古
資
料
）に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

15日（月） ・ 22日（月） 

２月の休館日 

１日（月） ・ ２日（火） ・ ８日（月） 

３月の休館日 

　市立図書館では、毎年、クリス
マスの時期に各館所属の読み聞か
せボランティアのみなさんのご協
力を得て、「冬のおはなし会」・「冬
のおたのしみ会」を開催しています。 
　今年も、各館とも大型絵本の読
み聞かせ・人形劇・パネルシアター・
エプロンシアター・劇などのいろ
いろな手法によるおはなしをお楽
しみいただきました。 
　今後も、子どもたちがおはなし
や本に興味が持てるような行事を
計画していきたいと考えています。 

　網野町の中心地に建つ複合施設「ら・ぽーと」の2

階にあり、広い館内は地場産業である「ちりめん」を

使った装飾が心を和ませてくれる静かで明るい雰囲気

となっています。ビデオやＤＶＤを館内閲覧したり、

６台のインターネット端末で無料で検索ができるなど、

いろいろな目的を持って訪れ、楽しめる図書館です。

また、読み聞かせボランティアのかたにご協力いただ

き、読書活動推進にも力を入れています。現在、蔵書

は８万冊を超え、生涯学習、子どもの読書推進の拠点

として幅広い年齢層に対応でき、親しまれる図書館を

めざしています。読書案内や調べ物などのお手伝いを

いたします。お気軽に声をおかけください。 

※休館日は、２月10日以降から次号発行日の 
　３月10日までを掲載しています。 

　絵本を読んでもらうと、

子どもたちは言葉を聞きな

がら一心に絵に見入ってい

ます。おはなしの流れを絵

で読み取り、ときには大人

がびっくりするほど細かい

部分までも見ています。 

　丹念に美しい色で描かれ

た絵本は、子どもがはじめて出会う美しい「絵画」・「美

術」ではないでしょうか。子どものころから美しいも

のへの感性を育てたいものです。 

　奈具岡北一号墳出土品の一部を、次のとおり特別
展示「丹後王国」の精華展で展示しています。 

出土品の一部を展示しています 

9：30～16：00
期　間 2月4日（木）～3月22日（月） 

〈休館日：毎週火曜日〉 
場　所 丹後古代の里資料館（丹後町宮） 

入館料 大人300円、小・中学生150円 

京
丹
後
市
の
文
化
財  

四
九 

京
丹
後
市
の
文
化
財  

四
九 

奈
具
岡
北
一
号
墳  

出
土
品 

な
ぐ
お
か 

市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 
「冬のおはなし会」・ 
「冬のおたのしみ会」を開催しました 

市立図書館をご紹介します 絵本の力 

弥
栄
町
溝
谷 

美しい絵を見て感性を育てます あみの図書館 
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　男　　29,972人（－3） 
　女　　31,977人（－11） 
　計　　61,949人（－14） 
世帯数　22,157世帯（＋2） 
（1月1日現在・（ ）内は前月比） 

人口・世帯数 

スイス村スキー場 スイス村スキー場 スイス村スキー場 

ス
キ
ー
教
室
な
ど
、
多
く
の
か
た
に 

　
　
　
　
　
　
慣
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す 

▼  
 

シーズン中の安全を祈願 

▼ 
 

▲スイス村スキー場　ゲレンデ・マップ 

　
昭
和
五
十
九
年
に
日
本
海
を
眺
望
で
き
る
ス
キ
ー
場
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
て
か
ら
、
今
年
で
二
十
六
年
目
を
迎
え
た
ス
イ
ス
村
ス
キ
ー

場
（
弥
栄
町
野
中
）
で
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
二
日
に
安
全
祈

願
祭
と
ス
キ
ー
場
開
き
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
三
十
人
が
、
シ
ー

ズ
ン
中
の
安
全
と
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
う
こ
と
を
願
い
ま

し
た
。
ま
た
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
日
か

ら
営
業
を
始
め
、
市
内
外
か
ら
家
族
連
れ
の
か
た
な
ど
が
白
銀
の
ゲ

レ
ン
デ
で
ス
キ
ー
な
ど
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ス
イ
ス
村
ビ
レ
ッ
ジ
前
で
行
わ

れ
た
安
全
祈
願
祭
・
ス
キ
ー
場
開

き
式
で
は
、
大
宮
神
社
（
弥
栄
町

野
中
）の
木
村
俊
麿
宮
司
に
よ
る

神
事
が
行
わ
れ
安
全
が
祈
願
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、ス
イ
ス
村
の

指
定
管
理
者
で
あ
る
「
㈱
ス
イ
ス

村
管
理
組
合
」
の
大
江
俊
太
郎

社
長
が
「
昨
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
日

数
は
四
十
五
日
間
で
、利
用
客
数

は
五
千
二
百
三
十
一
人
」
と
降
雪

不
足
の
影
響
を
報
告
。「
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
、
教
育
の
場
と
し

て
、
安
全
を
第
一
に
考
え
、
利
用

者
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
ス
キ
ー
場
を
め
ざ
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
シ
ー
ズ
ン
も
暖
冬
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、ス
イ
ス
村
ス
キ

ー
場
は
豊
雪
に
恵
ま
れ
、た
く
さ

ん
の
来
場
者
に
よ
り
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、ス
イ
ス
村
に
は
、
芝
桜

四
万
三
千
本
が
植
栽
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
面
積
は
西
日
本
一
。
今
年
五

月
ご
ろ
に
は
ゲ
レ
ン
デ
一
面
が
淡

桃
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
で
埋
め
尽
く

さ
れ
ま
す
。
植
栽
は
、毎
年
計
画

し
、日
本
一
の
植
栽
面
積
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。 

 

※営業時間および営業期間
　は、積雪状況により変更
　になる場合があります。 

………………………………………………………………………………………………… 

好評　営業中 好評　営業中 

スイス村スキーリゾートで楽しもう!

営業時間 営業時間 営業時間 8：00～16：00★ ★ ★ 

営業期間 営業期間 営業期間 3月14日まで ★ ★ ★ 

　スイス村スキー場は、京丹後市と伊根町にまたがる太鼓山（標高
683㍍）の斜面を活用し、傾斜17度初心者コース、13度ヨーデルコー
ス、ロマンスコース、林道コースの初心者コース4本、中級コース、上級
コースなど合計7本のコースと3基のリフトを設置。天気のよい日には、
太鼓山の山頂から冬の日本海や太鼓山風力発電所の大型風車6基、
石川県の白山連峰が展望できます。 
　ご家族・ご友人そろって「スイス村スキー場」で、白銀の世界の雄
大な景色と豪快な滑りをお楽しみください。 

積雪状況などに関する 
お問い合わせ先 

スイス村スキー場（蕁66-0036） 
観 光 振 興 課　　（蕁69-0450） 

ゲレンデ情報 ゲレンデ情報 




